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　１月９日、平成22年度豊岡市成人式を市民会館で開催しました。雪が積もる中、新
成人対象者911人（男性433人、女性478人）のうち、780人（男性370人、女性410人）が、
スーツや振り袖姿などで参加し、決意を新たにしました。
　式典では、中貝市長などがお祝いのことばを贈るとともに、新成人を代表して、野
仲孝信さんと佐川理恵さんが誓いのことばを述べました。
　また、式典後には、成人式実行委員会の主催で、B

ブ ー 　 ニ ー

U‐NIさんとK
ケー

G
ジー

さんのコンサー
トが行われ、20歳の門出に華を添えました。

《問合せ》生涯学習課人権・社会教育係☎23-0341

▲久しぶりの再会で沸く式典会場前 ▲中貝市長に誓いのことばを述べる
新成人代表の２人

▲式典では、新成人に中貝市長などか
ら祝福と激励のことばが贈られた

平成22年度　豊岡市成人式
911人が大人の仲間入り
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▲客席と一体となり盛り上がっ
たBU-NI with KGのステージ

新成人に贈るメッセージ

B
ブー　ニー
U-NI（左）・K

ケージー
G（右）

実
行
委
員
長
・
誓
い
の
こ
と
ば
を
述
べ
た

野
仲
孝
信
さ
ん

式
典
の
司
会
を
務
め
た

森
田
啓
太
さ
ん

代
表
し
て
記
念
品
を
受
け
取
っ
た

三み

歩ぶ

大
樹
さ
ん

誓
い
の
こ
と
ば
を
述
べ
た

佐
川
理
恵
さ
ん

式
典
の
司
会
を
務
め
た

宮
坂
洋
子
さ
ん

代
表
し
て
記
念
品
を
受
け
取
っ
た

今
井
の
ぞ
み
さ
ん

BU-NI

KG
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４月１日から

水道料金を改定します

料金見直しの理由 料金見直しの考え方
◆水道使用水量の減少

◆老朽施設の更新、耐震化、水質管理の強化

4月から上下水道料金はこうなります 水道原価の内訳

将来の見通し
◆これまでは

◆このままでは

水道原価
100円

平成21年度決算
による

施設の建設に要し
た借入金の利息

原水を浄水場に送って
きれいにする費用

各家庭に水を送
る費用

料金徴収等の費用

過去に整備した施
設の減価償却費

64％が過去の
投資の費用！

17円
14円

12円

10円
47円
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料金表はこのように変わります

メーターの口径

1カ月の使用水量

料金計算の方法

■現行
　〈一般および公衆浴場：消費税抜き〉

■改定後
　〈全ての用途：消費税抜き〉

〈特別料金：消費税込み〉

水道料金（C） ＝〔基本料金（A）＋従量料金（B）〕
× 1.05（消費税率）（1円未満切捨て）

［水道メーター口径が13㎜の場合］

新料金の開始時期

《問合せ》



税税
の
申
告
時
期
で
す

　
【
期
間
】
２
月
16
日（
水
）
〜
３
月
15
日（
火
）

＝
申
告
は
正
し
く
お
早
め
に
!!
＝　

市
県
民
税
・
国
民
健
康

保
険
税
の
申
告

　

平
成
22
年
分
所
得
の
申
告
時
期
と
な
り
ま
し
た
。
平
成
22
年
1

月
1
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
1
年
間
の
所
得
に
つ
い
て
計
算
の
上
、

申
告
く
だ
さ
い
。
申
告
の
対
象
は
、
所
得
税
、
個
人
事
業
税
、
市
県

民
税
、
国
民
健
康
保
険
税
で
す
。
申
告
相
談
会
場
お
よ
び
時
間
は
、

次
ペ
ー
ジ
の
一
覧
表
の
と
お
り
で
す
。
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
事
業
規
模
の
大
き
い
方（
所
得
金
額
が
お
お
む
ね
3
0
0
万

円
を
超
え
る
方
）や
不
動
産
の
譲
渡
所
得
、
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除

の
あ
る
方
、
青
色
申
告
を
す
る
方
は
、
税
務
署
で
相
談
く
だ
さ
い
。

《
問
合
せ
》
税
務
課
市
民
税
係
☎
21
－
９
０
４
５
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◆
期
限
内
に
必
ず
申
告
を
！

　

申
告
書
は
、
所
得
証
明
書
、
老

齢
福
祉
年
金
、
福
祉
医
療（
老
人

医
療
等
）、
児
童
手
当
の
給
付
、

保
育
所
の
入
所
や
市
営
住
宅
入
居

な
ど
の
手
続
き
に
必
要
な
資
料
と

な
り
ま
す
。
申
告
が
な
い
と
、
こ

れ
ら
に
関
係
す
る
諸
証
明
書
が
発

行
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
期
限
内
に

申
告
く
だ
さ
い
。

◆
必
要
な
書
類
・
証
明
書
・
印
鑑

を
忘
れ
ず
に
！

　

相
談
に
お
越
し
に
な
る
前
に

「
平
成
23
年
度
市
県
民
税
申
告
の

て
び
き
」を
よ
く
読
み
、
帳
簿
な

ど
は
必
ず
整
理
し
て
お
い
て
く
だ

さ
い
。
来
庁
時
に
は
、
申
告
者
本

人
が
申
告
書
を
記
入
作
成
の
上
、

必
要
な
書
類
・
証
明
書
・
印
鑑
を

必
ず
持
参
く
だ
さ
い
。
帳
簿
の
整

理
が
で
き
て
い
な
い
場
合
や
、
必

要
書
類
が
な
い
場
合
は
、
相
談
を

お
断
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
3
月
15
日
の
申
告
期
限

間
近
や
、
市
役
所
で
の
申
告
相
談

は
大
変
混
雑
し
、
長
時
間
お
待
ち

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

で
き
る
だ
け
早
目
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
所
得
税
・
消
費
税
の
申

告
を
す
る
方
は
他
会
場（
税
務
署
、

じ
ば
さ
ん
但
馬
な
ど
）で
の
申
告

相
談
を
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
申
告
の
必
要
な
方

　

平
成
23
年
1
月
1
日
現
在
で
、

市
内
に
住
所
が
あ
り
、
平
成
22
年

中
に
所
得
の
あ
っ
た
次
の
方

・
国
民
健
康
保
険
加
入
世
帯
の
方

（
所
得
が
な
く
て
も
、
申
告
書

の
提
出
が
必
要
な
場
合
が
あ
り

ま
す
）

・
給
与
所
得
の
ほ
か
に
所
得
の
あ

る
方

・
2
カ
所
以
上
か
ら
給
与
所
得
の

あ
る
方

・
雑
損
控
除
・
医
療
費
控
除
・
寄

付
金
控
除
の
適
用
を
受
け
よ
う

と
す
る
方

◆
申
告
の
不
要
な
方

・
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
方

・
給
与
所
得
者
で
勤
務
先
か
ら
市

役
所
に
給
与
支
払
報
告
書
の
提

出
が
あ
る
方

※
収
入
が
公

的
年
金
の

み
の
方
は
、

申
告
不
要

の
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳

細
は
、
税
務
課
市
民
税
係
へ
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
75
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
医
療

対
象
の
方

　

税
法
上
、
申
告
が
不
要
な
場
合

で
も
、
後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険

料
を
算
定
す
る
上
で
、
申
告
が
必

要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳

細
は
、
市
民
課
国
保
医
療
係
へ
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
市
県
民
税
申
告
書（
兼
国
民
健

康
保
険
税
申
告
書
）の
配
布

　

昨
年
に
市
県
民
税
申
告
書
を
提

出
さ
れ
、
今
年
も
申
告
が
必
要
と

思
わ
れ
る
方
に
は
、
1
月
下
旬
に

送
付
し
ま
す
。

　

農
業
所
得
は
、
収
支
計
算
で
申

告
く
だ
さ
い
。

　

農
業
所
得
以
外
に
給
与
所
得
な

ど
の
所
得
が
あ
る
方
は
、
各
種
所

得
を
合
算
し
て
市
県
民
税
の
申
告

を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

平
成
22
年
分
農
業
所
得
申
告

■土地改良費控除額（10アール当たり）

地域 名称 控除額

豊岡

中佐土地改良区
一般分 12,827円

特別分 11,592円

中郷土地改良区 11,024円

新田東部土地改良区 20,759円

森津土地改良区
一般分 23,067円

特別分 18,768円

八幡土地改良区 33,266円

日高 国府平野土地改良区 12,522円

出石
中川土地改良区 27,123円

出石北土地改良区 10,977円

広報とよおか　2011.1.25 �



税の申告

申告相談会場・時間一覧表

■夜間相談

月日 相談会場 受付時間

2月18日
（金） 市役所本庁東庁舎別館 ３階

18：00〜20：00

2月25日
（金）

市役所本庁東庁舎別館 ３
階、城崎総合支所、竹野総
合支所、日高総合支所、出
石総合支所、但東総合支所

■休日相談

月日 相談会場 受付時間

3月6日
（日）

市役所本庁東庁舎別館 
３ 階、 城 崎 総 合 支 所、
竹野総合支所、日高総
合支所、出石総合支所、
但東総合支所

8：30〜11：30
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収
支
計
算
を
す
る
際
の
土
地

改
良
費
は
、
賦
課
金
が
10
ア
ー
ル

当
た
り
1
万
円

以
上
の
場
合
は
、

賦
課
金
に
含
ま

れ
て
い
る
永
久

資
産
相
当
分
が

必
要
経
費
と
し
て
認
め
ら
れ
ま
せ

ん
。

　

賦
課
金
が
1
万
円
以
上
の
土
地

改
良
区
な
ど
は
、
控
除
額
を
前
ペ

ー
ジ
表
の
と
お
り
算
出
し
ま
し
た

の
で
、
収
支
計
算
を
す
る
際
に
、

控
除
額
を
土
地
改
良
費
の
必
要
経

費
と
し
て
計
上
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
表
に
な
い
土
地
改
良
区

な
ど
の
賦
課
金
は
、
10
ア
ー
ル
当

た
り
1
万
円
未
満
の
た
め
、
支
払

っ
た
賦
課
金
額
を
必
要
経
費
と
し

て
計
上
く
だ
さ
い（
城
崎
、
竹
野
、

但
東
地
域
に
は
、
１
万
円
以
上
の

土
地
改
良
区
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

　

ま
た
、
支
払
額
の
分
か
る
領
収

書
な
ど
は
必
ず
7
年
間
保
管
く
だ

さ
い
。

　

平
成
20
年
度
の
税
制
改
正
に
よ

り
、
農
業
用
の
機
械
お
よ
び
装
置

の
耐
用
年
数
が
７
年
に
改
正
さ
れ
、

平
成
21
年
分
の
申
告
か
ら
適
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

減
価
償
却
制
度
の
改
正

月　日

 申告相談会場

２ ３月 相談時間
（ ）は受付時間
税務署以外は12：00〜
13：00の間相談は行って
いません。

16 17 18 21 22 23 24 25 28 1 2 3 4 7 8 9 10 11 14 15

水 木 金 月 火 水 木 金 月 火 水 木 金 月 火 水 木 金 月 火

豊岡税務署 1 階 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 9：00 〜 17：00
市役所本庁東庁舎別館 ３階

城崎総合支所
日高総合支所

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ （8：30 〜 16：00）

竹野総合支所 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ （8：30 〜 16：00）

出石総合支所
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ （8：30 〜 16：00）

● ● （9：30 〜 16：00）

但東総合支所
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ （8：30 〜 16：00）

● （9：30 〜 16：00）
じばさん但馬 6 階 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● （9：30 〜 16：00）

城崎大会議館 ● ●

（9：30 〜 16：00）
竹野町商工会館 ● ● ●
ワークピア日高 ● ● ● ● ● ● ●
出石町商工会館 ● ●

但馬ちりめん振興館 ● ●
※◎印は所得税の確定申告、●印は税理士による所得税の確定申告、○印は市県民税・国民健康保

険税の申告（所得税の申告も可）を行います。都合の良い日時・会場を利用ください。
※市役所本庁舎は、庁舎建設工事のため、駐車場に限りがありますので、お越しの際はできるだけ

豊岡駅前駐車場（駐車券を持参ください）または公共交通機関を利用ください。
※豊岡税務署は、駐車場に限りがありますので、お越しの際はできるだけ公共交通機関を利用くだ

さい。

※市県民税・国民健康保険税の申告相談会場の午前の受付は 11 時 30 分までですが、人数制限をし
ていますので、早めに終了する場合があります（夜間相談・休日相談も人数制限をします）。

広報とよおか　2011.1.25�
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国
土
交
通
省
豊
岡
河
川
国
道
事

務
所
で
は
、﹁
北
近
畿
豊
岡
自
動
車

道
﹂を
整
備
し
て
い
ま
す
。

　

北
近
畿
豊
岡
自
動
車
道
は
、豊

岡
市
を
起
点
と
し
、丹
波
市
春
日

町
に
至
る
全
長
約
70
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
の
自
動
車
専
用
道
路
で
す
。

　

但
馬
地
域
と
丹
波
地
域
と
を
直

結
し
、さ
ら
に
は
春
日
ジ
ャ
ン
ク

シ
ョ
ン
で
舞
鶴
若
狭
自
動
車
道
と
、

和
田
山
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ

ン
で
播
但
連
絡
道
路
と

連
結
す
る
こ
と
で
京
阪

神
地
域
や
播
磨
地
域
と

の
結
び
付
き
を
強
め
ま
す
。

　

現
在
、
朝
来
市
和
田
山
町
市い
ち

御み

堂ど
う

の
和
田
山
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
ま

で
は
整
備
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
養
父

市
八
鹿
町
高
柳
ま
で
の﹁
和
田
山

八
鹿
道
路
﹂を
、
平
成
23
年
度
の

供
用
を
目
指
し
て
工
事
中
で
す
。

ま
た
、
豊
岡
市
内
を

通
過
す
る﹁
八
鹿
日

高
道
路︵
養
父
市
八

鹿
町
～
豊
岡
市
日
高

町
久
斗
︶﹂・﹁
日
高

豊
岡
南
道
路︵
日
高

町
久
斗
～
上
佐
野
︶﹂

で
は
、
平
成
21
年
度

ま
で
に
、
用
地
測
量

や
建
物
調
査
を
終
え
、

平
成
22
年
度
か
ら
は
、

用
地
交
渉
と
用
地
取

得
に
着
手
し
て
い
ま

す
。

　

今
後
は
、取
得
し

た
用
地
内
で
、必
要

に
応
じ
て
埋
蔵
文
化

財
の
調
査
を
実
施
し

ま
す
。そ
の
上
で
、関

係
者
に
工
事
説
明
を

行
い
、工
事
に
着
手

し
て
い
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

な
お
、﹁
豊
岡
道

路
﹂は
調
査
中
で
す
。

北
近
畿
豊
岡
自
動
車
道
と
は

北
近
畿
豊
岡
自
動
車
道

整
備
が
す
す
む

事
業
の
進
捗
状
況

計
画
説
明

現
地
測
量

予
備
設
計

設
計
協
議

幅
杭
打
設

は
ば
ぐ
い
だ
せ
つ

用
地
測
量
・
建
物
調
査

用
地
交
渉
・
取
得

道
路
詳
細
設
計

文
化
財
調
査

工
事
説
明

工
事
着
手
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豊岡市役所

公立豊岡病院

コウノトリ
但馬空港

　

北
近
畿
豊
岡
自
動
車
道
の
整
備

で
、豊
岡
市
を
は
じ
め
と
し
た
但

馬
地
域
で
は
、次
の
よ
う
な
効
果

が
考
え
ら
れ
ま
す
。

◆
地
域
活
性
化
◆

　

北
近
畿
豊
岡
自
動
車
道
の
全

線
開
通
後
は
、広
域
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
大
幅
に
広
が
り
ま
す
。

例
え
ば
、豊
岡
‐
神
戸
間
の
移
動

時
間
は
、以
前
に
比
べ
て
約
40
分

間
短
縮
さ
れ
、道
路
交
通
の
利
便

性
が
向
上
し
ま
す
。こ
の
こ
と
で
、

観
光
客
の
増
加
や
企
業
立
地
の
促

進
な
ど
、地
域
間
の
大
交
流
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

◆
緊
急
医
療
機
関
へ
の

搬
送
時
間
短
縮
◆

　

緊
急
医
療
で
は
、搬
送
時
間
の

短
縮
は
非
常
に
重
要
と
な
り
ま
す
。

北
近
畿
豊
岡
自
動
車
道
と
鳥
取
豊

岡
宮
津
自
動
車
道
が
開
通
す
れ
ば
、

但
馬
地
域
各
地
か
ら
地
域
医
療
の

中
心
で
あ
る
公
立
豊
岡
病
院
へ
の

搬
送
時
間
が
大
幅
に
短
縮
さ
れ
ま

す
。ま
た
昨
年
12
月
5
日
に
導
入

さ
れ
た
ド
ク
タ
ー
カ
ー
と
併
せ
る

と
、但
馬
地
域
の
大
部
分
の
範
囲

で
、通
報
か
ら
30
分
以
内
に
初
期

治
療
が
可
能
と
な
り
、安
心
の
範

囲
が
拡
大
し
ま
す
。

◆
災
害
時
の
代
替
路
の
確
保
◆

　

平
成
16
年
の
台
風
23
号
時
に
は
、

豊
岡
周
辺
で
は
冠
水
や
土
砂
崩
れ

に
よ
り
、多
く
の
箇
所
で
通
行
止

め
な
ど
の
通
行
規
制
が
行
わ
れ
ま

し
た
。北
近
畿
豊
岡
自
動
車
道
は
、

災
害
時
の
代
替
路
と
し
て
機
能
し
、

地
域
間
の
移
動
や
災
害
支
援
を
サ

ポ
ー
ト
し
ま
す
。

◆
現
道
状
況
の
改
善
◆

　

豊
岡
市
内
に
は
、生
活
交
通
や

長
距
離
の
移
動
交
通
が
集
中
し
て

お
り
、朝
夕
や
観
光
シ
ー
ズ
ン
の

渋
滞
や
、交
通
事
故
の
発
生
の
一

因
と
な
っ
て
い
ま
す
。北
近
畿
豊

岡
自
動
車
道
を
整
備
す
る
こ
と
で

道
路
の
役
割
を
分
担
し
、市
内
中

心
部
の
渋
滞
緩
和
や
交
通
事
故
の

減
少
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

豊
岡
市
内
で
も
、北
近
畿
豊
岡

自
動
車
道
の
整
備
が
本
格
的
に
始

ま
り
ま
す
。

　

北
近
畿
豊
岡
自
動
車
道
の
早
期

開
通
に
向
け
理
解
と
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

※
所
要
時
間
・
30
分
圏
域
は
、

　

豊
岡
河
川
国
道
事
務
所
調
べ

 

《
問
合
せ
》国
土
交
通
省
豊
岡
河

川
国
道
事
務
所
調
査
第
二
課　

　

☎
22
－
3
1
2
6

　

http://w
w

w
.kkr.m

lit.
go.jp/toyooka/

　

豊
岡
市
都
市
整
備
部
建
設
課

　

☎
23
－
1
1
1
5

北
近
畿
豊
岡
自
動
車
道
の

整
備
に
よ
る
効
果約40分短縮

公立豊岡病院からの30分圏域の拡がり

平成16年台風23号時の豊岡周辺の通行規制箇所
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子
宮
頸
が
ん
・
ヒ
ブ
・
小
児
用

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種

費
用
を
助
成
し
て
い
ま
す
。対
象

者
、助
成
金
額
は
左
記
の
と
お
り

で
す
。接
種
を

希
望
の
方
は
健

康
増
進
課
ま
た

は
各
総
合
支
所

市
民
福
祉
課
で
申
請
く
だ
さ
い
。

子
宮
頸
が
ん・
ヒ
ブ・
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ

ク
チ
ン
接
種
費
用
助
成
事
業
が
始
ま
り
ま
す

▽
助
成
券
の
申
請

・
持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳（
子

宮
頸
が
ん
を
除
く
）、市
内
在
住

が
確
認
で
き
る
も
の（
医
療
証

等
）、印
鑑

▽
償
還
払
い
申
請

・
対
象　

平
成
22
年
11
月
26
日

以
降
に
上
記
の
ワ
ク
チ
ン
を

接
種
し
た
方（
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン

4
千
円
助
成
券

利
用
後
の
自
己

負
担
分
も
対
象
）

・
持
ち
物　

母
子
健

康
手
帳
、市
内
在

住
が
確
認
で
き
る

も
の（
医
療
証
等
）、

領
収
書
、振
込
口

座
の
分
か
る
も
の
、

印
鑑

▽
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
4 

千
円
助
成
券
を
お

持
ち
の
方
は
、再

度
申
請
く
だ
さ
い

・
持
ち
物　

母
子
健

康
手
帳
、4
千
円

助
成
券
、印
鑑

 

《
申
請
・
問
合
せ
》 

　

健
康
増
進
課

　

☎
24
－
1
1
2
7

<市内子宮頸がん等ワクチン接種協力医療機関>※病院・診療所別・地域別医療機関名50音順

 病　院
医療機関名 住　　所 電話番号

公立豊岡病院※ 戸牧1094 22-6111
公立日高医療センター 日高町岩中81 42-1611
公立出石医療センター 出石町福住1300 52-2555

 診療所
医療機関名（豊岡） 住　　所 電話番号

あかまつ小児科 九日市下町119 22-0700
いがらし医院 城南町5-11 29-2766
浮田整形外科医院 若松町7-5 29-0017
江本内科クリニック 江本503 29-0333
小幡内科医院 中陰376-22 24-2511
金子医院 泉町4-11 22-2676
きょうこ内 科クリニック寿町2-36 24-7772
小林こどもクリニック 高屋987-3 29-3353
さくらクリニック 弥栄町1-32 23-8668
しらゆり診療所 小田井町17-7 24-7201
田中クリニック 正法寺631 29-3100
中治内科クリニック 京町5-43 24-1890
中田医院 瀬戸77-20 28-2016
風発達クリニック 戸牧1029-11 37-8001
舟木内科医院 京町3-21 22-3538
やすだ内科クリニック 戸牧37-5 22-1159
由利医院 大磯町9-53 22-2382
吉田クリニック 圡渕133-1 26-8188
ろっぽう診療所 今森465-1 24-7007

市外局番（0796）
医療機関名（城崎） 住　　所 電話番号

浅見医院 城崎町湯島349-1 32-2610
藤本医院 城崎町来日128-7 32-3181

医療機関名（竹野） 住　　所 電話番号
賀嶋医院 竹野町竹野2510 47-0005
森本診療所 竹野町森本513-1 48-0001

医療機関名（日高） 住　　所 電話番号
尾松内科クリニック 日高町上石230-2 42-0885
北見医院 日高町松岡347-1 42-5300
北村内科 日高町日置29 42-3110
谷垣医院 日高町伊府660 44-0010
つるさこ耳鼻咽喉科 日高町土居170-1 42-5800
野田消化器科クリニック 日高町岩中212-1 42-1022
長谷川クリニック 日高町国分寺400-13 42-3955
神鍋診療所 日高町栗栖野60-34 45-0003

医療機関名（出石） 住　　所 電話番号
中沢医院 出石町本町66 52-5803
平位医院 出石町福住383-7 52-0511
藤原医院 出石町松枝105 52-2301
由良内科クリニック 出石町八木36 52-2006
和田内科クリニック 出石町町分131-3 53-2788

医療機関名（但東） 住　　所 電話番号
合橋診療所 但東町出合76 54-0011
資母診療所 但東町中山788 56-0303
高橋診療所 但東町久畑126 55-0036

〈対象・助成額〉
種類 対象年齢 標準接種回数 助成上限額

子宮頸がん 中学１年～ ３回 15,000円／回ワクチン 高校１年相当女子（※）

小児用肺炎球菌
ワクチン

生後２～７カ月未満 初回３回、追加１回

10,000円／回
生後７～12カ月未満 初回２回、追加１回

１～２歳未満 ２回

２～５歳未満 １回

ヒブワクチン

生後２～７カ月未満 初回３回、追加１回

8,000円／回生後７～12カ月未満 初回２回、追加１回

１～５歳未満 １回
※高校１年生相当の年齢への接種については、年度内に初回接種すれば、高

校２年生になった４月以降の２、３回目の接種も対象とします。
※助成上限額を超えた分は自己負担となります。

は、子宮頸がんのみの接種となります。

※公立豊岡病院は継続治療中の方のみ予約ください。助成券は利用できませんので、後日、償還払いの手続きを行っ
てください。
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国
内
在
住
の
20
歳
か
ら
60
歳
未

満
の
す
べ
て
の
方
は
、国
民
年
金

に
加
入
し
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

国
民
年
金
は
、老
後
の
生
活
保

障
だ
け
で
な
く
、障
害
や
死
亡
と

い
っ
た
不
慮
の
事
故
な
ど
に
よ
り
、

生
活
の
安
定
が
損
な
わ
れ
る
こ
と

の
な
い
よ
う
、お
互
い
を
支
え
あ

う
制
度
で
す
。加
入
の
届
出
や
保

険
料
の
納
め
忘
れ
が
あ
る
と
年

金
が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
、忘
れ
ず
手
続
き
し
ま

し
ょ
う
。職
業
な
ど
に
よ
り
次
の

よ
う
に
分
類
さ
れ
ま
す
。

▽
第
1
号
被
保
険
者　

自
営
業

者
・
学
生
・
フ
リ
ー
タ
ー
・
無
職

の
方
な
ど
が
対
象
で
す
。
加
入

の
手
続
き
は
、
市
役
所（
総
合

支
所
）の
国
民
年
金
窓
口
で
す
。

保
険
料
は
、
被
保
険
者
が
納
め

ま
す
。

▽
第
2
号
被
保
険
者　

厚
生
年
金

保
険
や
共
済
組
合
に
加
入
し
て

い
る
会
社
員
・
公
務
員
な
ど
が

対
象
で
す
。
加
入
手
続
き
は
、

勤
務
先
で
行
い
ま
す
。
保
険
料

は
、
勤
務
先
の
給
料
か
ら
天
引

き
さ
れ
ま
す
。

▽
第
3
号
被
保
険
者　

第
2
号
被

保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配

偶
者
が
対
象
で
す
。加
入
手
続

き
は
、配
偶
者
の
勤
務
先
で
行

い
ま
す
。

●
年
金
手
帳
は
大
切
に
保
管

　

公
的
年
金
制
度
で
は
、す
べ
て

の
制
度
に
共
通
し
た
基
礎
年
金
番

号
が
使
わ
れ
ま
す
。

　

国
民
年
金
や
厚
生
年
金
に
加
入

す
る
と
基
礎
年
金
番
号
が
記
載
さ

れ
た
年
金
手
帳
が
交
付
さ
れ
、加

入
記
録
や
保
険
料
の
納
付
状
況
な

ど
が
こ
の
番
号
で
管
理
さ
れ
ま
す
。

　

年
金
手
帳
は
、年
金
に
関
す
る

手
続
き
の
時
に
必
要
と
な
り
ま
す

の
で
、大
切
に
保
管
く
だ
さ
い
。

●
保
険
料
の
猶
予
・
免
除

　

学
生
や
収
入
が
少
な
い
た
め
国

民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
で
き
な

い
方
は
、「
学
生
納
付
特
例
」や「
若

年
者
納
付
猶
予
」な
ど
保
険
料
の

支
払
い
を
猶
予
す
る
制
度
な
ど
が

　

年
金
相
談
窓
口
を
次
の
と
お
り

時
間
延
長
し
ま
す
。

　

お
越
し
の
際
に
は
、年
金
手
帳

な
ど
基
礎
年
金
番
号
の
分
か
る
も

の
を
持
参
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、代
理
者
の
と
き
は
、委
任

状
と
代
理
者
の
身
分
証
明
書
を
準

備
く
だ
さ
い
。

●
2
月
12
日（
土
）は

　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時

●
2
月
7
日
・
14
日
・
21
日
・
28

日（
月
）は

　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
7
時

●
電
話
で
の
問
合
せ

　

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
0
5
7
0
－
05
－
1
1
6
5

　

Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ

　

☎
03
－
6
7
0
0
－
1
1
6
5

●
年
金
個
人
情
報
サ
ー
ビ
ス

　

日
本
年
金
機
構

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

http://w
w

w
.nenkin.go.jp/

《
問
合
せ
》

▽
日
本
年
金
機
構　

豊
岡
年
金

事
務
所
☎
22
－
0
9
4
8

▽
市
民
課
市
民
係

　

☎
21
－
9
0
1
5
ま
た
は
各

総
合
支
所
市
民
福
祉
課

豊
岡
年
金
事
務
所

か
ら
の
お
知
ら
せ

年
金
相
談
窓
口
を
時
間
延
長

あ
り
ま
す
。希
望
の
方
は
、国
民
年

金
加
入
手
続
き
と
併
せ
て
申
請
く

だ
さ
い
。

　

保
険
料
の
納
め
方
は
、毎
月
納

め
る
方
法
と
、1
年
分
や
6
カ
月

分
を
一
括
し
て
前
払
い
で
納
め
る

方
法（
前
納
）が
あ
り
ま
す
。

　

前
納
は
、毎
月
納
め
る
保
険
料

が
割
り
引
か
れ
、口
座
振
替
で
の

前
納
は
、保
険
料
が
多
く
割
り
引

か
れ
ま
す
。

●
前
納
に
よ
る
割
引
額

　

平
成
23
年
度
の
保
険
料
や
割
引

額
は
、未
定
の
た
め
、平
成
22
年
度

の
例
を
紹
介
し
ま
す
。

▽
口
座
振
替
で
前
納　

口
座
振
替

を
希
望
す
る
金
融
機
関
ま
た
は

豊
岡
年
金
事
務
所
で
2
月
28
日

（
月
）ま
で
に
手
続
き
く
だ
さ
い
。

口
座
振
替
申
込
用
紙
は
、金
融

機
関
ま
た
は
市
役
所（
総
合
支

所
）の
年
金
窓
口
に
備
え
付
け

て
い
ま
す
。

▽
現
金
で
前
納　

4
月
上
旬
に
郵

送
さ
れ
る
納
付
書
に
同
封
さ
れ

て
い
ま
す
。

※
な
お
、任
意
の
月（
既
に
経
過
し

た
月
を
除
く
）分
か
ら
年
度
末

ま
で
の
保
険
料
を
前
納
す
る
場

合
は
、専
用
の
納
付
書
が
必
要

で
す
の
で
、豊
岡

年
金
事
務
所
に

問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

新
成
人
の
皆
さ
ん

　

20
歳
は
国
民
年
金
に

　

加
入
す
る
年
齢
で
す

保
険
料
の
納
付
は

前
納
が
お
得
で
す

前納保険料額と割引額（平成22年度）と支払日（平成23年度）
納付方法 １カ月 ６カ月 １年分

現金支払（月々） 15,100円 90,600円 181,200円
現金支払（前納） ＿ 89,860円 177,980円
・割引額 ＿     740円    3,220円

・支払期日 翌月末日 上期　5月2日（月）
下期10月31日（月） 5月2日（月）

口座振替（前納） 15,050円 89,570円 177,400円
・割引額      50円   1,030円    3,800円

・引落日 当月末日 上期　5月2日（月）
下期10月31日（月） 5月2日（月）
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健康川柳

健康が　人も地球も　丸くする
章  

※２０１０とよおか健康川柳応募作品から

毎週火曜日は
歩キングデー

コーちゃん オーちゃん
豊岡市マスコット 豊岡市マスコット

　市では、豊岡市健康行動計画｢とよおか健康ぷらん２１｣で朝ごはんの大切さを挙げ、｢家族そろっ
て朝ごはんを食べるようにしよう｣を目標の１つとしています。
　そのため、市内の４・５歳児と保護者を対象に、家族(子どもと保護者)で一緒に作る｢かんたん朝
ごはんレシピ｣を募集し､ コンテストを開催しました。
　コンテストの優秀作品と食育コラムを６回シリーズでお伝えします。

《問合せ》健康増進課☎24－1127

食で健康づくりを応援④

～食べ物の味が分かる力を育もう～

食育コラム 郷土料理の大切さ

【食育】を考える
食育とは…生きる力を育むこと

～郷土の伝統料理や行事食を次の世代に伝えていきましょう～

　お正月にはたくさんお餅を食べましたか？正月に続いて、節分、節句、祭り
など、ことあるごとに秋に収穫したもち米で餅が作られ、振る舞われます。但
馬地域では、秋にとれたトチの実でとち餅を作ります。餅をみんなでにぎや
かに丸めると、世代を超えて話に花が咲き、料理だけでなくさまざまなもの
が伝えられるのではないでしょうか。
　郷土料理は、食材の旬に合わせたその土地ならではの
料理があります。それは、その地域の風土と祖先が長い
間心を込めて育んできた暮らしの知恵の集積であり、互
いに共感を覚える家庭料理の原点でもあります。
　生活になじんでいる料理でも、それぞれの家庭で味や
作り方が違います。日々の食卓で楽しく食べながら、家
庭の味が次世代へ伝わっていくといいですね。

朝ごはんレシピコンテスト優秀作品

受賞者（浅田裕
ひろ

子
こ

さん・
菜
な

瑠
る

ちゃん親子）の声

　腹持ちの良いごはん
食を基本とし、みそ汁は
なるべく野菜たっぷり
になるように心掛けて
います。
　今回のメニューでは、
子どもは野菜をちぎっ
たり、ソーセージを包丁
で切るなどの手伝いを
しています。

朝ごはんメニュー(１食分)
● ごはん
◎ お好み焼き風卵焼きと蒸しキャベツ
● キャベツの芯とニンジンと麩

ふ

の
　 みそ汁

朝ごはん作りのポイント

作り方
①　ミックスベジタブルは解凍しておく。
　　魚肉ソーセージは輪切りにする。
②　キャベツはザク切りにして蒸しておく。
③　①をフライパンで炒める。
④　溶き卵を③に流し入れ、両面を色よく焼く。
⑤　蒸しキャベツを敷いた上に、切り分けた
④を盛る。

⑥　好みで、マヨネーズ、ケチャップをかけ
る。

お好み焼き風卵焼き

材料（４人分）
卵　　　　　　　　　　　３個
ミックスベジタブル   　　１／２カップ
魚肉ソーセージ　　　　　１本
キャベツ　　　　　　　　400ｇ
マヨネーズ・ケチャップ　適量
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地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
住
み
慣
れ
た

地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、高
齢
の
方
や
そ
の
家
族
が
抱

え
る
悩
み
や
心
配
ご
と
な
ど
の
相
談
を
受
け
、保
健
師
・
看
護
師
、主

任
介
護
支
援
専
門
員
、社
会
福
祉
士
な
ど
が
、相
互
に
連
携
し
な
が
ら

「
チ
ー
ム
」と
し
て
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
取
組
み
を
2
カ
月
に
１
回
、シ
リ
ー
ズ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》高
年
福
祉
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
24
－
2
4
0
9

 
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
④

〜
認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
目
指
し
て
〜

　

認
知
症
は
脳
の
障
害
に
よ
っ
て

起
こ
る
病
気
で
、85
歳
以
上
で
は

４
人
に
１
人
に
そ
の
症
状
が
あ
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。新
し
い
こ

と
を
覚
え
ら
れ
な
い
、手
順
を
踏

ん
だ
作
業
が
で
き
な
い
、お
金
の

管
理
が
で
き
な
い
、文
書
の
内
容

が
理
解
で
き
な
い
な
ど
の
症
状
が

見
ら
れ
ま
す
。

　

認
知
症
に
な
っ
た
方
を
含
め
、高

齢
者
は
心
身
機
能
や
判
断
能
力

が
低
下
し
て
い
く
た
め
、権
利
を
侵

害
さ
れ
や
す
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
「
健
康
に
い
い
か
ら
」な
ど
と

い
っ
て
高
額
な
商
品
を
売
り
つ
け

た
り
契
約
行
為
を
さ
せ
た
り
す
る

よ
う
な
悪
質
商
法
や
、高
齢
者
虐

待
に
遭
い
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

虐
待
に
関
す
る
相
談
や
連
絡
・
通

報
、悪
質
商
法
に
関
す
る
相
談
、金

銭
管
理
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の

契
約
に
関
す
る
相
談
、成
年
後
見

制
度
の
利
用
支
援
な
ど
、さ
ま
ざ

ま
な
相
談
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

■
成
年
後
見
制
度
と
は
？　

▽
任
意
後
見
制
度　

判
断
能
力
が

あ
る
う
ち
に
、認
知
症
な
ど
で

判
断
能
力
が
低
下
し
た
際
に
受

け
る
支
援
内
容
に
つ
い
て
、契

約
を
行
う
制
度
で
す
。公
証
役

場
で
公
正
証
書
を
作
成
し
、法

務
局
へ
登
記
し
ま
す
。

▽
法
定
後
見
制
度　

判
断
能
力
が

不
十
分
な
方
が
、法
律
面
や
生

活
面
で
支
援
を
受
け
る
制
度
で

す
。家
庭
裁
判
所
へ
本
人
や
４

親
等
内
の
親
族
が
申
し
立
て
を

行
い
、成
年
後
見
人
な
ど
の
選

任
が
行
わ
れ
ま
す
。

■
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業（
福
祉

サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
事
業
）と
は
？

　

日
常
の
金
銭
管
理
や
福
祉
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
す
る
際
の
手
続
き
を

生
活
支
援
員
が
サ
ポ
ー
ト
す
る
制

度
で
す
。社
会
福
祉
協
議
会
で
の

相
談
を
経
て
支
援
内
容
が
決
定
し

ま
す
。

認
知
症
は
誰
に
で
も
起
こ
る

可
能
性
の
あ
る〝
脳
の
病
気
〟で
す

安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
に

権
利
を
守
る
制
度
が
あ
り
ま
す

相談窓口 担当圏域 住　所 電　話
豊岡地域包括支援センター 豊岡 立野町12-12 24-2409
城崎・竹野地域包括支援センター 豊岡

（港地区）・
城崎･竹野

城崎町湯島625-9 32-4599
城崎･竹野地域包括支援センター
（竹野分室） 竹野町須谷1478 47-1425

日高地域包括支援センター 日高 日高町祢布891-2 42-0158
出石・但東地域包括支援センター

出石・但東
出石町福住1302 52-7015

出石・但東地域包括支援センター
（但東分室） 但東町出合433-1 54-0515

※地域包括支援センターは高齢者の皆さんの総合相談窓口です。気
軽に相談ください。

　

こ
の
塾
は
、ウ
ェ
ル
ス
ト
ー
ク

豊
岡
の
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ス
タ
ジ

オ
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ジ
ム
・
温
水

プ
ー
ル
を
活
用
し
て
さ
ま
ざ
ま

な
運
動
が
体
験
で
き
る
教
室
で
す

（
毎
回
メ
ニ
ュ
ー
が
変
わ
り
ま
す
）。

小
グ
ル
ー
プ
で
、そ
れ
ぞ
れ
の
体

力
に
合
っ
た
運
動
メ
ニ
ュ
ー
を
提

案
し
ま
す
の
で
、体
力
に
自
信
の

な
い
方
、初
心
者
で
も
安
心
し
て

参
加
で
き
ま
す
。仲
間
と
一
緒
に

楽
し
く
運
動
し
ま
し
ょ
う
。

※
プ
ー
ル
を
遠
慮
し
た
い
方
な
ど

は
、他
の
メ
ニ
ュ
ー
で

対
応
し
ま
す
。

▽
コ
ー
ス

①
月
曜
日
コ
ー
ス　

午
後
2
時
〜

3
時
30
分

②
火
曜
日
コ
ー
ス　

午
前
10
時
30

分
〜
正
午

③
水
曜
日
コ
ー
ス　

午
後
2
時
〜

3
時
30
分

④
金
曜
日
コ
ー
ス　

午
前
9
時
30

分
〜
11
時
＋
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

※
金
曜
日
コ
ー
ス
に
参
加
す
る
方

で
希
望
者
は
、運
動
後
、栄
養
士

に
よ
る
メ
タ
ボ
改
善
ク
ッ
キ
ン

グ
教
室
に
参
加
で
き
ま
す（
月

１
回
。参
加
費
１
回
2
0
0
円
）。

▽
期
間　

4
月
か
ら
9
月
ま
で
の

6
カ
月
間（
全
24
回
）

▽
対
象　

市
内
在
住
の
65
歳
以
上

の
方

※
た
だ
し
、治
療
中
の
疾
患
が
あ

る
方
は
、主
治
医
の
意
見
書
に

よ
る
確
認
が
必
要
な
場
合
が
あ

り
ま
す
。

▽
利
用
料　

１
コ
ー
ス
6
千
円

（
１
カ
月
千
円
）

▽
募
集
人
数　

各
コ
ー
ス
20
人

（
先
着
順
）

※
継
続
利
用
を
申
し
込
む
方
は
、

希
望
に
沿
え
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。

▽
見
学
会
開
催
日　

2
月
4
日

（
金
）・
14
日（
月
）

※
電
話
で
予
約
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
方
法　

健
康
増
進
課
窓
口

で
直
接
ま
た
は
電
話
で
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。後
日
、事
前
説
明

会
の
日
程
を
案
内
し
ま
す
。

▽
申
込
期
間　

１
月
31
日（
月
）〜

2
月
18
日（
金
）

 

《
申
込
み
・
問
合
せ
》健
康
増
進

課
成
人
保
健
係

　

☎
24
－
１
１
２
７

は
つ
ら
つ
チ
ャ
レ
ン
ジ
塾

（
高
齢
者
運
動
教
室
）４
期
生
募
集
！
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《
平
成
22
年
10
月
〜
12
月
の
取
組
み
》

■
労
働
力
確
保
の
支
援

《
概
要
》

■
企
業
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
作
成
、

P
R

○
掲
載
企
業
数

○
配
布
先

■
就
職
フ
ェ
ア
の
共
催

■
高
校
生
と
学
校
職
員
の
企
業
見

学
会
の
実
施

○
対
象

《
今
後
の
予
定
》

22

10

12

経
済
成
長
戦
略
の
推
進

生
物
多
様
性
関
連
事
業
の

推
進

《
経
緯
・
趣
旨
》

《
平
成
22
年
10
月
〜
12
月
の
取
組
み
》

■
Sサ
　

ト

　

ヤ

　

マ

A
T
O
Y
A
M
A
教
育
イ
ニ

シ
ア
テ
ィ
ブ

■
C
B
D
/
C
O
P 

10
関
連
事
業

○
生
物
多
様
性
交
流
フ
ェ
ア

○
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト「
生
き
も

の
が
息
づ
く
農
業
と
食
の
お
い

し
い
関
係
」

「
生
物
多
様
性
国
際
自
治
体
会

議
」分
科
会

○
C
O
P 

10
サ
イ
ド
イ
ベ
ン
ト

○「
第
4
回
コ
ウ
ノ
ト
リ
未
来
・
国

際
か
い
ぎ
」

《
今
後
の
予
定
》

▲高校生企業見学

防
災
の
取
組
み

《
平
成
22
年
10
月
〜
12
月
の
取
組
み
》

■
防
災
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
放
送
の
実

施
○
F
M
ジ
ャ
ン
グ
ル
放
送

F
M
ジ
ャ
ン
グ
ル
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
【
10
月
の
放
送
】

■
職
員
研
修
の
実
施

【
10
月
〜
12
月
の
研
修
】

■
台
風
23
号
メ
モ
リ
ア
ル
事
業

平
成
22
年
度〈
10
月
〜
12
月
〉

市
の
主
要
事
業
の
あ
ゆ
み
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《
平
成
22
年
10
月
〜
12
月
の
取
組
み
》

■
事
業
の
進
捗
状
況

■
仮
庁
舎
移
転
の
状
況

○
8
月
下
旬

○
12
月
末

《
今
後
の
予
定
》

■
既
存
庁
舎
の
解
体
撤
去
工
事

■
新
庁
舎
建
設
工
事

22

10

12

新
庁
舎
建
設
事
業
の
推
進

▲新庁舎イメージ図

《
平
成
22
年
10
月
〜
12
月
の
取
組
み
》

■
市

○
地
盤
改
良
工
事

■
J
R
西
日
本

○
新
駅
舎
建
築
工
事

22

10

12

豊
岡
駅
前
広
場
整
備
事
業

▲新豊岡駅舎がお目見え

《
今
後
の
予
定
》

■
市

○
地
盤
改
良
工
事

■
J
R
西
日
本

○
新
駅
舎
建
築
工
事

○
現
駅
舎
解
体
工
事

【
内
容
】

《
今
後
の
予
定
》

▲炊き出しのカレーを食べ
ながら、災害への備え
を再認識

▲新駅舎は改札が2階に設けられます。駅東西連絡道から出入りし、エレベータま
たは階段でホームに降りられます。



【
12
月
】

10
日　

南
極
地
域
観
測
隊
長
・
副

隊
長
来
訪

16
日
・
Ｊジ
Ａャ
Ｘク
Ａサ
訪
問
・
コ
ウ
ノ

ト
リ
の
写
真
贈
呈（
東
京

都
）

17
日
・
議
場
お
別
れ
セ
レ
モ
ニ
ー

　
　

・
高
校
生
等
を
対
象
と
し
た

企
業
見
学
会

21
日　

平
成
22
年
豊
岡
市
政
10
大

ニ
ュ
ー
ス
発
表

22
日　

第
１
回
豊
岡
市
高
病
原
性

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
警
戒

本
部
会
議

28
日
・
市
役
所
仕
事
納
め
式

　
　

・
本
庁
舎「
さ
よ
な
ら
セ
レ

モ
ニ
ー
」

【
１
月
】

3
日　

コ
ウ
ノ
ト
リ
文
化
館
新
春

特
別
開
館（
〜
４
日
）

4
日
・
市
役
所
仕
事
始
め
式

　
　

・
豊
岡
市
賀
詞
交
換
会

6
日　

城
崎
消
防
団
出
初
式（
8

日
・
豊
岡
市
消
防
本
部
、

9
日
・
豊
岡
、
竹
野
、
出

石
、
10
日
・
但
東
）

9
日　

豊
岡
市
成
人
式

11
日　

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
・
ル

ア
ペ
フ
地
区
・
タ
ウ
マ
ル
ヌ

イ
高
校
生
来
訪（
〜
15
日
）

〜
主
な
市
政
の
動
き
〜

　

第
53
次
南
極
地
域
観
測
隊（
越

冬
隊
・
平
成
23
年
度
）に
市
職
員

を
派
遣
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

12
月
10
日
、
同
観
測
隊
長
の
山

岸
久
雄
さ
ん
と
副
隊
長
の
土
井
浩

一
郎
さ
ん
を
本
市
に
招
き
、
中
貝

市
長
の
思
い
を
伝
え
る
と
と
も
に

派
遣
職
員
候
補
者
と
の
顔
合
わ
せ

を
行
い
、
そ
の
後
記
者
会
見
を
行

い
ま
し
た
。

　

中
貝
市
長
は
、「
南
極
は
、
植

村
直
己
さ
ん
が
冒
険
家
と
し
て
夢

を
果
た
し
た
か
っ
た
場
所
で
あ

り
、
地
球
環
境
問
題
が
端
的
に
表

れ
る
場
所
で
す
。
そ
の
地
で
職
員

が
研
さ
ん
、
経
験
を
積
み
、
帰
っ

て
き
て
か
ら
は
市
の
環
境
政
策
の

推
進
役
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
職
員
が
南
極

に
行
っ
た
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち

が
南
極
を
非
常
に
近
い
場
所
に
感

じ
、
冒
険
心
が
か
き
た
て
ら
れ
れ

ば
、
植
村
さ
ん
の
故
郷
と
し
て
こ

ん
な
に
う
れ
し
い
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
」と
話
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、南
極
で
培
っ
た
も
の
が
ど

の
よ
う
に
生
か
さ
れ
る
か
と
い
う

記
者
の
質
問
に
、山
岸
隊
長
は「
気

象
の
観
測
な
ど
も
経
験
で
き
、
ど

の
よ
う
に
し
て
地
球
の
環
境
を
モ

ニ
タ
ー
し
て
い
く
の
か
を
目
の
当
た

り
に
で
き
、厳
し
い
自
然
環
境
下
で

ど
の
よ
う
に
種
が
維
持
さ
れ
て
い

る
か
と
い
う
こ
と
も
、コ
ウ
ノ
ト
リ
野

生
復
帰
の
取
組
み
の
参
考
に
な
る

と
思
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
越
冬
隊

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
運
営
な
ど
も

分
か
り
ま
す
」と
答
え
ま
し
た
。

　

記
者
会
見
の
様
子
は
、
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

http://www.city.toyooka.lg.jp/www/
contents/1292236055648/index.html

　

市
役
所
の
新
庁
舎
の
建
設
に
伴

い
、
本
庁
舎
3
階
の
現
議
場
が
閉

鎖
さ
れ
る
た
め
、
12
月
17
日
の
本

会
議
終
了
後
、「
議
場
お
別
れ
セ
レ

モ
ニ
ー
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
議
場
は
、
完
成
し
た
昭
和

27
年
以
来
58
年
間
使
用
し
、
幾
多

の
論
戦
が
交
わ
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
木
谷
敏と
し

勝ま
さ

市
議
会
議
長
、
中
貝
市
長
の
あ
い

さ
つ
の
後
、
ス
ク
リ
ー
ン
で
昔
の

議
会
風
景
な
ど
の
写
真
を
鑑
賞
し
、

芝
地
邦
彦
市
議
会
副
議
長
に
よ
る

万
歳
三
唱

や
市
歌
斉

唱
な
ど
を

行
い
ま
し

た
。

　

最
後
に

木
谷
議
長

が
議
場
を
閉
鎖
し
、
中
貝
市
長
に

鍵
を
返
却
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
12
月
28
日
に
は
昭
和
2

年
完
成
の
本
庁
舎
の「
さ
よ
な
ら

セ
レ
モ
ニ
ー
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　

セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
歴
史
年
表

に
よ
り
市
役
所
本
庁
舎
と
豊
岡
市

の
歩
み
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

　

中
貝
市
長
と
木
谷
議
長
が
豊

岡
市
旗
と
国
旗
の
降
納
を
行
い
、

中
川
副
市
長
、
真
野
副
市
長
は

「
豊
岡
市
役
所
本
庁
舎
さ
よ
う
な

ら
！
」「
83
年
間
あ
り
が
と
う
！
」

の
懸
垂
幕
を
掲
げ
ま
し
た
。

　

現
本
庁
舎
は
、
新
庁
舎
建
設
後
、

1
、
3
階
は
交
流
ゾ
ー
ン
、
2
階

は
新
議
場
と
な
る
予
定
で
す
。

　

市
の
マ
ス
コ
ッ
ト「
コ
ー
ち
ゃ

ん
」「
オ
ー
ち
ゃ
ん
」「
玄
さ
ん
」も

参
加
し
、
職
員
と
一
緒
に
感
慨
深

げ
に
庁
舎
を
見
つ
め
て
い
ま
し
た
。

「
議
場
お
別
れ
セ
レ
モ
ニ
ー
」お
よ
び

市
役
所
本
庁
舎
の「
さ
よ
な
ら
セ
レ
モ
ニ
ー
」を
開
催

〜
豊
岡
市
職
員
の
南
極
派
遣
決
定
〜

南
極
第
53
次
南
極
地
域
観
測
隊
長
・
副
隊
長
来
訪

▲83年間活躍した本庁舎に
「ありがとう｣

▲市のマスコットもそろって、議場で記
念撮影

▲山岸隊長（中央）、土井副隊長
（右）、市職員をよろしく

▲議場の鍵の返却
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正
月
早
々
、
大
雪
で
す
。
職
員

と
建
設
業
の
皆
さ
ん
は
、
正
月
返

上
で
除
雪
で
し
た
。
が
、
雪
は
ず

ん
ず
ん
積
も
り
、
そ
の
上
を
車
が

通
っ
て
圧
雪
に
な
り
、
各
地
の
交

通
が
大
い
に
乱
れ
ま
し
た
。

　

ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
雪
は
一
体
ど
こ

か
ら
来
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

冬
。
大
陸
か
ら
冷
え
冷
え
と
し

た
季
節
風
が
吹
き
寄
せ
ま
す
。
日

本
に
近
づ
く
と
対
馬
暖
流
と
遭
遇

し
、
そ
の
温
度
差
で
大
量
の
水
蒸

気
が
立
ち
上
り
ま
す
。
季
節
風
は

山
脈
と
ぶ
つ
か
る
と
上
昇
気
流
が

発
生
し
、
舞
い
上
が
っ
た
水
蒸
気

は
上
空
で
冷
や
さ
れ
、
雪
と
な
っ

て
日
本
海
側
に
降
り
注
ぎ
ま
す
。

　

は
る
か
昔
、
日
本
列
島
は
ア
ジ

ア
大
陸
に
あ
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ

が
2
5
0
0
万
年
ほ
ど
前
、
巨
大

な
力
が
働
い
て
、
日
本
列
島
は
南

に
下
が
り
始
め
、
現
在
の
位
置
に

来
ま
し
た
。
こ
の
場
所
は
、
前
線

が
停
滞
し
や
す
い
場
所
で
あ
っ
た

た
め
、
日
本
に
大
量
の
雨
が
も
た

ら
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
雪
、
で
す
。
雨
も
雪

も
水
で
す
。
水
は
命
の
源
で
す
。

大
量
の
水
と
大
量
の
日
光
に
よ
っ

て
光
合
成
が
活
発
に
行
わ
れ
、
豊

か
な
植
物
相
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

植
物
は
動
物
を
支
え
ま
す
。
日
本

海
の
形
成
と
対
馬
暖
流
は
日
本
の

生
物
多
様
性
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
番
組
で
こ
ん
な
話
が

あ
り
ま
し
た
。
西
か
ら
東
に
地
球

を
回
る
偏
西
風
が
、
6
月
ご
ろ
は

ヒ
マ
ラ
ヤ
山
脈
と
チ
ベ
ッ
ト
高
原

に
邪
魔
さ
れ
て
山
脈
の
南
側
に
回

り
、
イ
ン
ド
洋
と
太
平
洋
か
ら
水

蒸
気
を
集
め
、
雲
と
と
も
に
日
本

に
来
る
。
梅
雨
で
す
。
も
し
ヒ
マ

ラ
ヤ
と
チ
ベ
ッ
ト
の
高
さ
が
半
分

に
な
れ
ば
、
日
本
の
梅
雨
は
消
え

る
。

　

ヒ
マ
ラ
ヤ
も
チ
ベ
ッ
ト
も
、

4
千
万
年
ほ
ど
前
、
南
か
ら
や
っ

て
き
た
イ
ン
ド
大
陸
が
ユ
ー
ラ
シ

ア
大
陸
に
ぶ
つ
か
っ
て
地
面
を
押

し
上
げ
、
で
き
た
も
の
で
す
。

　

何
と
い
う
壮
大
な
ド
ラ
マ
。
何

百
万
年
、
何
千
万
年
の
時
間
の
中

で
目
の
前
の
も
の
を
見
る
、
そ
れ

が
ジ
オ
パ
ー
ク
の

視
点
で
す
。

大
雪
と
ジ
オ
パ
ー
ク

39

　

市
で
は
、
経
済
成
長
戦
略
の
重

点
施
策
と
し
て
、
15
の
戦
略
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

12
月
17
日
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一

つ
で
労
働
力
確
保
支
援
策
と
し
て
、

「
高
校
生
等
を
対
象
と
し
た
企
業

見
学
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。
初

め
て
の
取
組
み
で
あ
る
た
め
、
試

験
的
に
豊
岡
総
合
高
等
学
校
、
出

石
高
等
学
校
の
2
年
生
と
教
師
、

但
馬
技
術
大
学
校
の
1
回
生
と
教

師
を
対
象
に
実
施
し
ま
し
た
。

　

市
内
の
魅
力
的
な
企
業
を
訪
問

す
る
こ
と
で
、
就
労
に
対
す
る
イ

メ
ー
ジ
を
持
っ
て
も
ら
い
、
市
内

企
業
へ
の
就
業
お
よ
び
定
住
を
促

進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

　

当
日
は
、
豊
岡
中
核
工
業
団
地

企
業
プ
レ
ゼ
ン
セ
ン
タ
ー
で
、
㈱

ビ
ト
ー
ア
ー
ル
ア
ン
ド
デ
ィ
ー
代

表
取
締
役
の
美
藤　

定さ
だ
む

さ
ん
か
ら

講
話
を
聞
い
た
後
、
同
団
地
内
に

あ
る
㈱
オ
フ
テ
ク
ス
、
東
海
バ
ネ

工
業
㈱
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

生
徒
は
、
予
想
以
上
の
規
模
に

　

１
月
11
日
か
ら
15
日
ま
で
、
ニ

ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
・
ル
ア
ペ
フ
地

区
か
ら
高
校
生
ら
9
人
が
来
訪
し

ま
し
た
。

　

同
区
は
、
旧
日
高
町
の
姉
妹
都

市
で
、
新
豊
岡
市
も
提
携
を
継
続

し
、
交
流
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

滞
在
中
は
、
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
を

通
じ
て
、
日
本
の
家
庭
生
活
を
味

わ
っ
た
り
、
日
高
小
学
校
を
訪
問

し
、
全
学
年
と
交
流
す
る
な
ど
、

懇
親
を
深
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
施

設
も
訪
問
し
ま
し
た
。
コ
ウ
ノ
ト

リ
の
郷
公
園
で
は
コ
ウ
ノ
ト
リ
の

野
生
復
帰
、
生
物
多
様
性
の
取
組

み
や
本
市
の
環
境
施
策
を
学
び
、

植
村
直
己
冒
険
館
で
は
ロ
ッ
ク
ク

ラ
イ
ミ
ン
グ
に
も
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
出
石
城
跡
や
出
石
永

楽
館
な
ど
歴
史
の
香
る
街
並
み
も

訪
れ
、
出
石
そ
ば
打
ち
や
出
石
焼

絵
付
け
体
験
な
ど
、
本
市
の
さ
ま

ざ
ま
な
魅
力
を
体
感
し
ま
し
た
。

〜
市
内
に
あ
る
優
れ
た
企
業
を
知
っ
て
〜

経
済
成
長
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト「
高
校
生
等
の
企
業
見
学
会
」開
催

〜
姉
妹
都
市
と
の
国
際
交
流
〜

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
・
ル
ア
ペ
フ
地
区
・
タ
ウ
マ
ル
ヌ
イ
高
校
生
来
訪

「
す
ご
い
」「
働
い
て
み
た
い
」と
興

味
深
く
説
明
を
聞
き
な
が
ら
、
地

元
企
業
に
対
す
る
認
識
を
新
た
に

し
て
い
ま
し
た
。

▲中核工業団地にある東海バネ工
業｢啓

けい

匠
しょう

館
かん

｣で説明を聞く

　

今
回
の
来
訪
は
、
交
流
推
進
だ

け
で
な
く
、
本
市
を
ア
ピ
ー
ル
す

る
絶
好
の
機
会
と
な
り
ま
し
た
。▲日高小学校の児童と楽しく交流
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麦ば
く

椿ち
ん

の
会　

ふ
れ
あ
い
展

鮮
や
か
な
麦
わ
ら
細
工
が

来
館
者
を
お
も
て
な
し

城 崎城 崎

竹
野
子
育
て
セ
ン
タ
ー「
鏡
開
き
」

み
ん
な
で
仲
良
く
お
正
月
遊
び

竹 野竹 野

市
の
マ
ス
コ
ッ
ト「
玄
さ
ん
」へ
の
年
賀
状

ウ
サ
ギ
年
、玄
さ
ん
も
大
き
く
飛
躍
‼

豊 岡豊 岡

▲力作が並ぶ会場は息をのむ鮮やかさ

　

1
月
1
日
、
市
の
マ
ス
コ
ッ
ト「
玄
さ
ん
」宛
て
の

年
賀
状
を
、
飛
脚
に
扮
し
た
郵
便
局
職
員
が
市
役
所

東
庁
舎
別
館
前
で
待
つ「
玄
さ
ん
」に
手
渡
し
ま
し
た
。

　

人
気
者「
玄
さ
ん
」へ
の
年
賀
状
は
、
昨
年
も
届
き

ま
し
た
が
、
今
年
は
豊
岡
郵
便
局
の
企
画
に
市
が
協

力
し
、
返
信
し
ま
す
と
呼
び
掛
け
た
と
こ
ろ
、
全
国

か
ら
1
3
8
3
通（
１
月
14
日
現
在
）も
の
年
賀
状
が

届
き
ま
し
た
。

　

年
賀
状
に
は
、「
い
つ
も
応
援
し
て
い
ま
す
」な
ど

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
添
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
玄
さ
ん

は「
今
年
も
頑
張
ら
な
い
か
ん
の
」と
大
喜
び
し
な
が

ら
さ
ら
な
る
活
躍
を
誓
い
、
返
事
を
１
月
14
日
に
投

函
し
ま
し
た
。

　

但
馬
高
齢
者
生
き
が
い
創
造
学
院
麦
わ
ら
教
室
の

生
徒
に
よ
る
作
品
展「
麦
椿
の
会　

ふ
れ
あ
い
展
」

が
城
崎
町
湯
島
の
城
崎
文
芸
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た

（
11
月
30
日
〜
１
月
25
日
）。

　

正
月
ら
し
い
た
こ
揚
げ
や
福
え
び
す
、
昨
年
の
干え

支と

で
あ
る
ト
ラ
や
今
年
の
干
支 

ウ
サ
ギ
を
題
材
に

し
た
麦
わ
ら
細
工
が
40
点
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

麦
椿
の
会
で
は
、
市
内
の
60
〜
80
歳
代
の
会
員
50

人
が
、
城
崎
麦
わ
ら
細
工
技
術
者
の
会
会
長 

神か
み

谷や 

勝ま
さ
る

さ
ん
に
月
2
回
の
指
導
を
受
け
、
毎
月
１
点
を
仕

上
げ
て
い
ま
す
。観
光
で
訪
れ
た
上
田
善
弘
さ
ん（
奈

良
市
）は「
鮮
や
か
な
の
に
素
朴
で
、
人
に
イ
ン
パ
ク

ト
を
与
え
る
作
品
ば
か
り
」と
感
嘆
し
て
い
ま
し
た
。

　

1
月
11
日
、
竹
野
子
育
て
セ
ン
タ
ー（
竹
野
町
和

田
）で
、「
鏡
開
き
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
か
る
た
取
り
や
福
笑
い
を
し
て

遊
ん
だ
り
、
各
家
庭
か
ら
持
ち
寄
っ
た
餅
を
入
れ
た

雑
煮
を
食
べ
、
楽
し
み
ま
し
た
。

　

福
笑
い
で
は
、
目
隠
し
を
し
た
子
ど
も
た
ち
が
、

お
母
さ
ん
に
手
を
引
か
れ
、
ド
ラ
え
も
ん
と
ア
ン
パ

ン
マ
ン
の
顔
の
輪
郭
を
描
い
た
紙
に
、
目
、
口
、
鼻

な
ど
を
適
当
な
位
置
に
並
べ
て
い
ま
し
た
。

　

お
母
さ
ん
た
ち
は
、
み
ん
な
の
前
で
、「
家
族
が
笑

顔
で
い
ら
れ
る
よ
う
に
過
ご
す
」「
3
人
目
の
子
ど
も

を
授
か
る
よ
う
に
頑
張
る
」な
ど
、
今
年
の
目
標
を

力
強
く
宣
言
し
て
い
ま
し
た
。

▲「こんなにたくさん」とびっくりしながら年賀状を受け
取る市のマスコット｢玄さん｣

▲必死になってかるたを取る子どもたち
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交
通
安
全・事
故
防
止
啓
発
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

命
は
一
つ　

安
全
運
転
！

但 東但 東

日 高日 高

まちの情報などがありましたら、秘書広
報課広報・交流係まで連絡ください。

▲ラケットの使い方を教わりながら、テニスを楽しむ小
学生の参加者ら

　

1
月
8
日
と
9
日
の
2
日
間
、
テ
ニ
ス
ク
リ
ニ
ッ

ク
が
県
立
但
馬
ド
ー
ム
で
開
催
さ
れ
、
幼
稚
園
児
か

ら
一
般
の
方
ま
で
約
1
0
0
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
但
馬
ド
ー
ム
が
、
日
高
町
の
大
岡
山
に

キ
ャ
ン
パ
ス
を
持
つ
園
田
学
園
女
子
大
学
と
連
携
し

て
、
平
成
11
年
か
ら
毎
年
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

テ
ニ
ス
界
の
名
門
、
同
大
学
テ
ニ
ス
部
と
そ
の
Ｏオ
ー

Ｇジ
ー（
卒
業
生
）が
、
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
ス
ト
ロ
ー
ク

な
ど
、
基
本
か
ら
応
用
ま
で
を
分
か
り
や
す
く
指
導
。

参
加
者
ら
は
、終
始
、テ
ニ
ス
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

初
め
て
参
加
し
た
村
岡
未み

来く

さ
ん（
中
筋
小
4
年
）

は「
テ
ニ
ス
の
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
分
か
っ
た
。も
っ

と
上
手
に
な
り
た
い
」と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

▲｢交通安全メッセージ｣が跳ねる干支看板。但熊を訪れ
たドライバーにも安全運転を呼び掛けた

　

1
月
12
日
、
国
道
4
2
6
号
沿
い
の「
但た
ん

熊く
ま

」（
但

東
町
栗
尾
）駐
車
場
で
、
交
通
安
全
･
事
故
防
止
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
22
年
は
、

市
内
で
9
人
の
交
通
事
故
死
亡
者
が
出
て
い
ま
す
。

　

雪
の
降
る
中
、
高
橋
小
学
校
の
児
童
10
人
が
、
市

の
マ
ス
コ
ッ
ト「
オ
ー
ち
ゃ
ん
」「
玄
さ
ん
」ら
と
共
に
、

但
熊
を
訪
れ
る
ド
ラ
イ
バ
ー
な
ど
に
グ
ッ
ズ
を
配
り
、

安
全
運
転
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
毎
年
、
近
隣
に
設
置
さ
れ
て
い
る
干え

支と

看

板（
栗
尾
ふ
る
さ
と
1
3
5
委
員
会
が
設
置
）は
、「
迎

春
」の
文
字
が
交
通
安
全
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
変
更
さ
れ
、

道
行
く
ド
ラ
イ
バ
ー
に
安
全
運
転
を
促
し
、
交
通
事

故
の
減
少
を
見
守
っ
て
い
ま
す
。

豊
岡
市
出
石
消
防
団
出
初
式

無
火
災
の
地
域
を
目
指
し
て
‼

出 石出 石
　

新
年
に
入
る
と
、
恒
例
の
消
防
団
出
初
式（
日
高

を
除
く
）が
、
各
地
域
で
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

1
月
9
日
、
出
石
文
化
会
館
ひ
ぼ
こ
ホ
ー
ル
で
の

式
典
で
は
、
団
員
2
8
5
人
の
出
席
の
も
と
、
永
年

勤
続
者
へ
の
表
彰
や
、
団
員
を
支
え
る
家
族
、
地
域

で
の
減
火
災
へ
の
尽
力
や
火
災
発
生
時
の
類
焼
防
止

に
貢
献
し
た
方
々
へ
の
感
謝
が
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
同
所
駐
車
場
で
、
各
分
団
は
器
具
や
服

装
点
検
を
受
け
、
分
列
行
進
を
行
い
、
式
最
後
の
一

斉
放
水
は
、
観
覧
者
か
ら
の
歓
声
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

団
長
の
藤
井
正
昭
さ
ん
は「
チ
ー
ム
一
丸
で
気
象

変
化
に
柔
軟
に
対
応
し
、
広
報
活
動
に
も
力
を
入
れ
、

無
火
災
の
出
石
を
目
指
す
」と
力
強
く
語
り
ま
し
た
。

▲｢備えあれば憂いなし｣いざというときは任せてよ！

但
馬
ド
ー
ム
テ
ニ
ス
ク
リ
ニ
ッ
ク

少
し
上
手
に
な
れ
た
か
な
？

テ
ニ
ス
の
楽
し
さ
伝
え
ま
す
！
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築
1
5
0
年
以
上
の
古
民
家

で
開
催
さ
れ
た
木
工
･
ち
ぎ
り
絵 

夫
婦
展
。
古
い
家
が
醸
し
出
す
穏

や
か
な
空
気
に
ち
ぎ
り
絵
･
木
工

の
作
品
が
溶
け
合
っ
て
、
多
く
の

方
が
こ
の
ゆ
っ
た
り
と
し
た
雰
囲

気
の
中
で
く
つ
ろ
い
で
い
ま
し
た
。

長
年
の
夢
が
実
現

　
「
趣
味
で
続
け
て
き
た
木
工
と

ち
ぎ
り
絵
の
作
品
展
を
夫
婦
で
開

催
す
る
の
が
夢
だ
っ
た
の
で
、
感

無
量
で
す
」と
話
す
の
は
、
3
月

に
結
婚
50
周
年
を
迎
え
る
田
中
政

信
さ
ん
と
和
惠
さ
ん
夫
婦
。
お
互

い
の
趣
味
で
あ
る
木
工
と
ち
ぎ
り

絵
の
作
品
を
約
30
点
ず
つ
出
品
し
、

但
東
町
相
田
の
政
信
さ
ん
の
生
家

で
展
示
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

自
然
を
生
か
し
た
作
品
を

　

小
学
2
年
生
の
こ
ろ
か
ら
趣
味

で
木
工
を
続
け
て
き
た
政
信
さ
ん

は
、
就
職
後
も
暇
を
見
つ
け
て
は

作
品
作
り
を
し
て
き
ま
し
た
。
退

職
後
は
、大
作
に
取
り
組
む
た
め
、

生
家
に
通
い
ま
し
た
。「
生

家
は
10
年
く
ら
い
使
っ
て

い
な
か
っ
た
の
で
、
展
示

会
の
開
催
を
決
め
て
か
ら

3
年
か
け
て
修
繕
し
ま
し

た
。
こ
ち
ら
に
通
う
よ
う

に
な
っ
て
、
人
に
任
せ
て

い
た
田
ん
ぼ
も
ま
た
自
分

で
作
る
よ
う
に
な
っ
た
ん
で
す

よ
」と
政
信
さ
ん
は
笑
い
ま
す
。

　

木
工
製
品
は
、
木
を
乾
燥
さ
せ

て
切
り
、
仕
上
げ
る
ま
で
に
10
年

掛
か
り
ま
す
。
今
回
は
、
ケ
ヤ
キ

を
使
っ
た
座
卓
や
テ
ー
ブ
ル
、
火

鉢
や
し
ゃ
も
じ
な
ど
を
展
示
し
ま

し
た
。
政
信
さ
ん
は「
で
き
る
だ

け
自
然
の
形
を
生
か
し
た
も
の
を

作
り
た
い
ん
で
す
」と
話
し
ま
す
。

い
つ
か
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
作
品
を

　

和
惠
さ
ん
は
、
ち
ぎ
り
絵
講
師

の
免
許
を
取
得
し
、
10
年
前
か
ら

自
宅
で
ち
ぎ
り
絵
教
室
を
開
い
て

い
ま
す
。
子
ど
も
が
ま
だ
小
さ
か

っ
た
こ
ろ
、
県
立
但
馬
文
教
府
で

開
催
さ
れ
た
講
座
で
、
ち
ぎ
り
絵

を
習
っ
た
こ
と
が
契
機
と
な
り
ま

し
た
。「
子
育
て
も
終
わ
り
、
今
は
、

せ
っ
か
く
与
え
ら
れ
た
時
間
を
大

切
に
使
お
う
と
思
っ
て
い
ま
す
」

と
和
惠
さ
ん
は
ほ
ほ
笑
み
ま
す
。

　

今
回
は
、
コ
ス
モ
ス
や
ピ
エ
ロ
、

伊
根
の
舟
屋
な
ど
が
、
ま
る
で
水

彩
画
の
よ
う
な
淡
い
色
合
い
で
仕

上
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
和
惠
さ

ん
は「
夫
の
生
家
に
行
く
途
中
で

コ
ウ
ノ
ト
リ
に
出
会
う
と﹃
今
日

は
何
か
い
い
こ
と
あ
り
そ
う
﹄と

う
れ
し
く
な
り
ま
す
。
今
、
コ
ウ

ノ
ト
リ
の
作
品
を
作
り
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
で
も
、
な
か
な
か

難
し
く
て
…
」と
苦
笑
い
し
ま
す
。

次
の
夢
を
か
な
え
る
た
め
頑
張
る

　

市
内
外
か
ら
訪
れ
た
方
た
ち

は「
木
工
と
ち
ぎ
り
絵
が
、
築

1
5
0
年
の
家
に
マ
ッ
チ
し
て
い

て
、
と
て
も
ほ
っ
こ
り
す
る
」と

口
を
そ
ろ
え
ま
す
。「
こ
れ
を
機
会

に
、
こ
の
家
を
地
域
活
性
化
の
た

め
に
役
立
て
た
い
で
す
ね
。
今
後

も
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
し
て
、
地
域

の
方
に
使
っ
て
ほ
し
い
で
す
」と
、

二
人
は
さ
ら
な
る
夢
に
向
か
っ
て

歩
み
続
け
ま
す
。

　

夫
婦
生
活
50
年
。よ
う
や
く
開
催
に
こ
ぎ
つ
け
た
夫
婦
展

で
、多
く
の
方
に
感
動
を
与
え
、地
域
の
活
性
化
も
目
指
す

元
気
な
夫
婦
を
紹
介
し
ま
す
。

田
中
政
信
さ
ん（
70
歳
）・
和
惠
さ
ん（
72
歳
）山
王
町

念
願
の
夫
婦
展
を
金
婚
記
念
に
開
催

地
域
の
活
性
化
も
目
指
す
元
気
人

来場者でにぎわう夫婦展

田中さん夫婦。誰もがうらやむおしどり夫婦

床の間に合う豪華な木工

コーちゃん・オーちゃんの

「見つけた！豊岡元気人」

作品に囲まれ、笑顔の田中さん夫婦

夫の額に映える妻のちぎり絵。
二人の合作
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日
高
の
市
街
地
に
位
置
す
る
日

高
幼
稚
園
で
は
、
毎
年
、
園
児
た

ち
の
祖
父
母
を
招
き
、
交
流
を
し

て
い
ま
す
。

　

1
月
12
日
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
や

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
遊
ぶ
交

流
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
の
で
、
そ

の
様
子
を
の
ぞ
い
て
み
ま
し
た
。

早
く
来
な
い
か
な
…

　

少
し
ソ
ワ
ソ
ワ
し
て
い
る
園
児

た
ち
。
園
舎
の
玄
関
で
は
自
分
の

お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

が
来
る
の
を
、
い
ま
か
い
ま
か
と

心
待
ち
に
し
て
い
ま
す
。

　

園
児
た
ち

が
手
に
し

て
い
る
の

は「
○
○
く

ん
の
お
じ

い
ち
ゃ
ん

（
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
）」と
書
か
れ
た
名
札
。
早

く
掛
け
て
あ
げ
た
い
な
…
。

し
っ
か
り
言
え
る
か
な
？

　

交
流
会
の
ス
タ
ー
ト
は
自
己
紹

介
。
園
児
た
ち
は
、

自
分
の
ク
ラ
ス
と

名
前
を
発
表
し
ま

し
た
。

　

す
る
と
、
園

児
た
ち
の
お
じ
い

ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
も
負
け
じ

と
、
笑
顔
で
自
己
紹
介
。
園
児
た

ち
は
、
誰
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
な
の
か
興
味
津
々
で
す
。

た
く
さ
ん
教
え
て
ね
！

　

今
日
の
先
生

は
、
園
児
た
ち

の
お
じ
い
ち
ゃ

ん
と
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
。
け
ん
玉
、

あ
や
と
り
、
ま

り
つ
き
な
ど
、

い
ろ
ん
な
遊
び

を
分
か
り
や
す

く
教
え
て
く
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
園
舎

に
は
、
お
じ
い

ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
の
手
作
り
の

お
手
玉
や
福
笑
い
、玄
さ

ん
の
的
当
て
も
…
。

時
に
は
、
こ
ま

を
投
げ
て
手
の

平
で
回
す〝
名

人
芸
〟も
飛
び
出

す
な
ど
、
園
舎
は

大
に
ぎ
わ
い
で
し

た
。

い
つ
ま
で
も
見
守
っ
て
ね
‼

　

園
児
た
ち
は
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん

や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
ダ
ン

ス
を
し
た
後
、い
つ
も
練
習
し
て

い
る
歌
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

楽
し
い
時
間
は
あ
っ
と
い
う
間

に
過
ぎ
る
も
の

で
す
。

　
「
あ
り
が

と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

ま
た
来
て
く

だ
さ
い
」と
、感
謝
の
気
持
ち
を
伝

え
る
園
児
た
ち
。
こ
れ
か
ら
も
私

た
ち
を
見
守
っ
て
く
だ
さ
い
ね
！

三
味
線
の
楽
し
さ
を
伝
え
た
い

民 

和 

会（
但
東
）

　

息
の
合
っ
た
、
三
味
線
の
音
色

が
会
場
に
響
き
ま
す
。

　

民
和
会
は
、
三
味
線
の
習
得
を

目
的
に
、
平
成
8
年
に
設
立
。
当

初
か
ら
代
表
兼
指
導
者
を
務
め
る

羽
尻
正
雄
さ
ん（
但
東
町
中
山
）が
、

地
域
の
方
か

ら
の
要
望
を

受
け
、「
や

る
な
ら
、
１

人
で
も
多
く

の
方
に
三
味

線
を
知
っ
て

い
た
だ
く
場

を
」と
い
う

こ
と
で
、
但

東
町
資し

母ぼ

地

区
を
拠
点
に

ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

　

現
在
の
会

員
は
、11
人
。毎
月
2
回
ず
つ
、
但

東
市
民
セ
ン
タ
ー
と
資
母
地
区
交

流
セ
ン
タ
ー
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
「
三
味
線
は
難
し
い
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
が
あ
る
が
、
知
る
と
楽

し
い
も
の
」と
話
す
羽
尻
さ
ん
は
、

約
30
年
間
、
三
味
線
に
携
わ
っ
て

き
ま
し
た
。
会
の
活
動
で
は
、
そ

の
経
験
を
生
か
し
な
が
ら
、
ソ
ー

ラ
ン
節
や
花
笠
音
頭
な
ど
、
で
き

る
だ
け
親
し
ま
れ
て
い
る
曲
を
選

ん
で
、
楽
し
く
和
や
か
に
三
味
線

を
弾
く
こ
と
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

　

太
鼓
や
尺
八
と
と
も
に

唄（
民
謡
）も
練
習
し
、
但

東
芸
能
発
表
会
な
ど
、
地

域
の
イ
ベ
ン
ト
に
毎
年
参

加
す
る
ほ
か
、
各
地
の
敬

老
会
や
老
人
ホ
ー
ム
な
ど

に
出
向
い
て
演
奏
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
他
の
グ
ル
ー
プ

の
共
演
と
し
て
、
踊
り
の

〝
伴
奏
〟を
頼
ま
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

　

羽
尻
さ
ん
は「
テ
ー
プ

や
Ｃシ
ー

Ｄデ
ィ
ー

で
民
謡
を
流
し
て

踊
る
こ
と
が
多
い
中
、
生

演
奏
は
迫
力
も
違
う
。
グ
ル
ー
プ

同
士
の
交
流
も
深
め
、
唄
の
引
き

立
て
役
で
あ
る
三
味
線
の
楽
し
さ

を
も
っ
と
広
め
て
い
き
た
い
」と

話
し
て
い
ま
し
た
。

　

入
会
希
望
・
問
合
せ
は
、
羽
尻

さ
ん
ま
で
。
☎
56
－
0
5
0
5

日
高
幼
稚
園
（
日
高
）

〈
園
児
52
人
〉

●
幼稚園

編

広
報
マ
ン
が
や
っ
て
き
た
！

広
報
マ
ン
が
や
っ
て
き
た
！

⑬

▲｢ソーラン節｣の演奏を楽しむ民和会の皆さん
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く
ら
し
の
相
談
室
だ
よ
り
22

　

消
費
者
問
題
平
成
22
年
10
大
項
目
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⑦
ラ
イ
タ
ー
規
制
な
ど
、
子
ど
も

の
事
故
の
予
防
に
向
け
た
取
組

み
進
む

　

ラ
イ
タ
ー
は
、
子
ど
も
の
火
遊
び

に
よ
る
火
災
の
原
因
と
な
り
や
す

く
、
今
年
9
月
以
降
、
子
ど
も
へ

の
安
全
対
策
が
な
さ
れ
て
い
な
い
も

の
は
販
売
が
禁
止
さ
れ
ま
す
。

⑧
全
国
共
通
の
消
費
生
活
相
談
の

電
話
番
号『
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
』（
0
5
7
0ｰ

0
6
4ｰ

3
7
0
）

　

誰
で
も
ア
ク
セ
ス
し
や
す
い
一
元
的

な
消
費
生
活
相
談
窓
口
と
し
て
1

月
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

⑨
新
た
な「
消
費
者
基
本
計
画
」が

策
定
さ
れ
た

　

平
成
22
〜
26
年
度
の
5

年
間
を
対
象
と
す
る「
消
費
者
基

本
計
画
」が
閣
議
決
定
し
ま
し
た
。

⑩
こ
ん
に
ゃ
く
入
り
ゼ
リ
ー
の
窒

息
事
故
に
関
し
様
々
な
検
討
進

む
、
地
裁
判
決
も

　

9
月
に「
こ
ん
に
ゃ
く
入
り
ゼ

リ
ー
等
の
物
性
・
形
状
等
改
善
に

関
す
る
研
究
会
」が
立
ち
上
げ
ら

れ
ま
し
た
。

　

国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
は
、
毎
年

「
消
費
者
問
題
に
関
す
る
10
大
項

目
」を
選
定
し
公
表
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
22
年
は
、
消
費
者
庁
・
消

費
者
委
員
会
が
発
足
1
年
を
迎
え

る
中
、
新
た
な
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル

が
多
く
発
生
し
た
年
で
し
た
。

①
投
資
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
急
増
、

未
公
開
株
・
社
債
さ
ら
に
外
国

通
貨
取
引
も

　

換
金
性
の
乏
し
い
外
国
通
貨

（
イ
ラ
ク
デ
ィ
ナ
ー
ル
な
ど
）を

「
将
来
必
ず
値
上
が
り
す
る
」な
ど

と
言
っ
て
購
入
さ
せ
る
新
た
な
投

資
ト
ラ
ブ
ル
も
発
生
し
ま
し
た
。

②
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
取
引
の
中
で
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
決
済
代
行

が
か
か
わ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
深
刻
化

　

悪
質
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
事
業

者
が
、
海
外
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
会
社
な
ど
の
加
盟
店
で
あ
る
決

済
代
行
業
者
を
経
由
し
て
、
消
費

者
に
利
用
料
金
を
不
当
に
請
求
す

る
事
例
が
多
発
し
ま
し
た
。

③
改
正
貸
金
業
法
完
全
施
行
。

　

一
方
で
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

現
金
化
等
の
問
題
も

　

借
入
れ
に
関
わ
る
新

た
な
問
題
と
し
て
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ

ー
ド
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
枠
の
現
金

化
な
ど
の
手
口
が
現
れ
ま
し
た
。

④
ア
フ
ィ
リ
エ
イ
ト
･
ド
ロ
ッ
プ
シ

ッ
ピ
ン
グ
な
ど
、ネ
ッ
ト
を
利
用

し
た
手
軽
な
副
業
ト
ラ
ブ
ル
増
加

　
「
必
ず
利
益
に
な
る
」な
ど
と
業

者
に
言
わ
れ
、
高
額
な
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
作
成
費
用
を
支
払
っ
た
が
収

入
に
な
ら
な
い
と
い
っ
た
相
談
が

増
加
し
ま
し
た
。

⑤
住
ま
い
に
関
す
る
悪
質
勧
誘
が

増
加
、
マ
ン
シ
ョ
ン
販
売
・
住

宅
リ
フ
ォ
ー
ム
な
ど

　
「
投
資
用
マ
ン
シ
ョ

ン
の
購
入
を
強
く
迫

ら
れ
、
断
る
と
脅
さ

れ
た
」な
ど
、
悪
質
な
勧
誘
や
住

宅
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
の
訪
問
販
売

の
相
談
が
再
び
増
加
し
ま
し
た
。

⑥
フ
ロ
ア
マ
ッ
ト
の
事
故
等
を
受

け
、自
動
車
の
安
全
性
へ
の
関

心
高
ま
る

　

米
国
で
自
動
車
の
フ
ロ
ア
マ
ッ

ト
に
ア
ク
セ
ル
ペ
ダ
ル
が
引
っ
掛

か
っ
て
死
亡
し
た
と
い
う
事
故
が

発
生
し
、
日
本
で
も
自
動
車
の
安

全
性
へ
の
関
心
が
高
ま
り
ま
し
た
。

︽
豊
岡
市
く
ら
し
の
相
談
室
︾

▽
相
談
受
付　

月
〜
金
曜
日（
祝

日
、
年
末
年
始
は
除
く
）

　

午
前
9
時
〜
午
後
4
時

▽
相
談
場
所　

生
活
環
境
課
内

▽
電
話
相
談　

☎
21
－
9
0
0
1

　
「
こ
ん
な
ば
ね
を
1
本
だ
け
欲

し
い
の
で
す
が
⋮
」。
こ
う
し
た

顧
客
の
依
頼
に
完
全
受
注
生
産
で

ば
ね
を
供
給
す
る
の
が
東
海
バ
ネ

工
業
株
式
会
社
で
す
。

　

こ
の
会
社
で
製
造
さ
れ
る
ば
ね

に
は
、
日
ご
ろ
、
私
た
ち
が
よ
く

目
に
す
る
コ
イ
ル
状
の
ば
ね
か
ら
、

一
見
ば
ね
に
見
え
な
い
皿
ば
ね
な

ど
、
そ
の
用
途
に
合
わ
せ
て
さ
ま

ざ
ま
な
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
多
様
な
ば

ね
作
り
を
支
え
て

い
る
の
が
、
こ
の

会
社
の
誇
る「
ば

ね
職
人
」で
す
。

　

匠た
く
み

の
技
術
で
作

り
出
さ
れ
る
ば
ね
は
、
最
先
端
科

学
の
分
野
で
も
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
発
電
所
な
ど
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
分
野
や
人
工
衛
星
、
打
上
ロ

ケ
ッ
ト
な
ど
の
宇
宙
科
学
分
野
に

使
用
さ
れ
て
い
る
ば
ね
は
、
職
人

技
と
精せ
い

緻ち

な
加
工
デ
ー
タ
を
基
に

作
り
出
さ
れ
、
高
度
な
要
望
に
応

え
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構

（
Jジ
ャ

ク

サ

A
X
A
）の
人
工
衛
星「
あ
か

り
」に
採
用
さ
れ
た
ば
ね
の
製
作

で
は
、
宇
宙
空
間
用
と
い
う
前
例

の
な
い
困
難
な
ば
ね
作
り
に
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
挑
戦
し
、絶
対

零
度（
マ
イ
ナ
ス
2
7
3
・
15
度
）

の
世
界
で
安
定
動
作
す
る
、
わ
ず

か
直
径
3
ミ
リ
の
皿
ば
ね
を
開
発

す
る
こ
と
に
成
功
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
21
年
9
月
に
打

ち
上
げ
ら
れ
た
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
補
給
機
を
宇
宙
ま
で
無
事
に
送

り
届
け
た
国
産
ロ
ケ
ッ
ト
H
－
Ⅱ

B（
試
験
機
）の
エ
ン
ジ
ン
部
に
も

同
社
豊
岡
神か
み

美よ
し

台
工
場
で
生
産
さ

れ
た
皿
ば
ね
が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

遠
く
宇
宙
で
も
豊
岡
産
の
ば
ね
が

活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

豊
岡
神
美
台
工
場
で
は
、
ば
ね

が
で
き
る
ま
で
の
様
子
を
見
学

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。「
ば
ね
職

人
」の
匠
の
技
と
最
先
端
の
製
造

技
術
を
一
度
見
て
み
ま
せ
ん
か
。

※
工
場
見
学
な
ど
の
申
込
み
は
神

美
台
工
場
☎
29
－
5
7
3
0
ま
で
。

　

市
内
に
は
、魅
力
的
な
企
業
や
会
社
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。そ
の
中

で
、本
市
に
拠
点
を
置
き
、技
術
的
な
面
で
先
駆
け
的
な
事
業
開
発
、事

業
展
開
を
行
っ
て
い
る
企
業
や
会
社
を
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》企
業
誘
致
課
☎
21

－

9
0
0
2

　

市
内
に
は
、魅
力
的
な
企
業
や
会
社
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。そ
の
中

ふ
る
さ
と
づ
く
り
の
た
め
に

こ
ん
な
仕
事
を
し
て
い
ま
す
！
③

東
海
バ
ネ
工
業
株
式
会
社

企業紹介

▲左：皿ばね、右：コイルばね
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■
兵
庫
県
青
少
年
補
導
委
員
連
合

会
会
長
感
謝

▽
門
脇
あ
い
子（
高
屋
）

　
（
11
月
30
日
、
神
戸
市
）

■
兵
庫
県
青
少
年
本
部
表
彰

▽
田
中
陽
一（
但
東
町
東
中
）

▽
渡
邉
政ま
さ

仁ひ
と（
但
東
町
中
山
）

■
最
優
秀
賞（
兵
庫
県
知
事
賞
）

▽
西
村
友ゆ
う

花か（
田
鶴
野
小
５
年
）

　
（
12
月
18
〜
19
日
・
滋
賀
県
大

津
市
）

■
少
年
の
部
・
２
位

▽
兵
庫
県
選
抜（
梶か
じ

高た
か　

光ひ
か
る

・
豊

岡
総
合
高
校
１
年
、
大
嶋
修

平
・
同
校
１
年
、
岡
田
優
介
・

同
校
１
年
、
新
田　

峻し
ゅ
ん

・
豊
岡

高
校
１
年
、
榎
本　

舜し
ゅ
ん

・
近
畿

■
私
財
寄
付
功
労

▽
加
藤
美み

代よ

三ぞ
う（
京
都
市
）

　

同
氏
の
絵
画
作
品
25
点
を
寄
付

い
た
だ
き
ま
し
た
。

▽
出
石
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ（
出
石

町
内
町
）

　

出
石
明
治
館
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
発
光
地

図
パ
ネ
ル
・
額
装
展
示
写
真
・
明

治
館
案
内
板
を
寄
付
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
（
10
月
17
日
・
神
戸
市
）

■
６
年
女
子
走
り
高
跳
び　

優
勝

▽
百
合
彩さ

月つ
き（
神
美
小
６
年
）

　
（
11
月
17
日
、
川
西
市
）

■
兵
庫
県
青
少
年
補
導
委
員
知
事

表
彰

▽
江
尻
よ
し
の（
下
陰
）

▽
丹た
ん

後ご

谷だ
に

芙
美
枝（
津
居
山
）

▽
西
川
眞
一（
弥
栄
町
）

▽
古
田
た
か
の（
小
島
）

　

毎
日
か
わ
い
い
笑
顔
を
あ
り
が
と

う
。２
歳
の
誕
生
日
お
め
で
と
う
！
元

気
に
ゆ
っ
く
り
大
き
く
な
あ
れ
。

（
父 

泰
介
・
母 

裕
子
、正
法
寺
）

　

お
て
ん
ば
な
女
の
子
で
す
が
、こ

れ
か
ら
も
元
気
で
育
っ
て
ね
。り
お

ち
ゃ
ん
の
笑
顔
が
大
好
き
で
す
!!
♡

（
父 

辰
哉
・
母 

奈
王
美
、妙
楽
寺
）

脇坂梨
り

王
お

南
な

ちゃん
（平成21年9月24日生）

筏
いかだ

　佐
さ

和
わ

ちゃん
（平成20年11月2日生）

　

柊
く
ん
の
か
わ
い
い
笑
顔
が
大
好

き
!!
た
く
さ
ん
の
幸
せ
を
あ
り
が
と

う
♡

（
父 
孝
晴
・
母 

邦
枝
、出
石
町
鍛
冶
屋
）

福井 柊
しゅう

哉
や

ちゃん
（平成20年12月27日生）

　本コーナーに出演いただくお子さんを募集
します。対象は市内在住で2歳までの乳幼児。
お子さんの写真の裏に氏名（ふりがな）、性別、
生年月日、保護者の氏名、住所、電話番号と
コメント（40字以内）を添えて、秘書広報課
「すくすく日記係」へお送りください。

　

い
つ
も
元
気
い
っ
ぱ
い
の
り
ぃ

ち
ゃ
ん
。こ
れ
か
ら
も
ね
ぇ
ね
と
仲

良
く
す
く
す
く
育
っ
て
ね
!!

（
父 

貴
洋
・
母 

美
代
、日
高
町
国
分
寺
）

谷垣梨
り

香
か

ちゃん
（平成21年10月25日生）

　

１
歳
お
め
で
と
う
♡
凌
駕
の
笑
顔

で
み
ん
な
が
元
気
に
な
れ
る
よ
。凌
駕

大
好
き
♡

（
父 

佑
樹
・
母 

智
子
、日
高
町
岩
中
）

岡　凌
りょう

駕
が

ちゃん
（平成21年11月21日生）

（
敬
称
略
）

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

豊
岡
市
公
益
功
労
者
表
彰

大
学
附
属
豊
岡
高
校
１
年
）

　

1
月
26
日
か
ら
青
森
県
八
戸
市

で
開
催
の「
は
ち
の
へ
国
体
」に
出

場
し
ま
す
。

第
34
回

兵
庫
県
小
学
生
陸
上
競
技
大
会

第
43
回

兵
庫
県
青
少
年
補
導
委
員
大
会

平
成
22
年
度「
大
人
が
変
わ
ろ
う
」

全
県
決
起
大
会

県
児
童・生
徒
の
交
通
安
全

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

　

1
月
1
日
付
け
で
、
引
き
続
き

谷
垣
隆
子
さ
ん（
城
崎
地
域
）と
吉

岡
美
智
子
さ
ん（
日
高
地
域
）が
、

新
た
に
六む
つ

浦う
ら

拓
男
さ
ん（
城
崎
地

域
）と
田
中
美
惠
子
さ
ん（
日
高
地

域
）が
、法
務
大
臣
か
ら
人
権
擁
護

委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

任
期
は
3
年
で
、他
の
13
人
の

委
員
と
共
に
、
皆
さ
ん
の
人
権
問

題（
差
別
、嫌
が

ら
せ
、い
じ
め
、

体
罰
な
ど
）に

つ
い
て
相
談
に

応
じ
ま
す
。

　

人
権
擁
護
に
対
す
る
長
年
に
わ

た
る
活
躍
と
功
績
に
よ
り
、
結ゆ
う

城き

俊し
ゅ
ん

輔す
け

さ
ん（
12
月
31
日
付
退
任
・

城
崎
地
域
）、
糸い
と

乘の
り

静
代
さ
ん（
12

月
31
日
付
退
任
・
日
高
地
域
）に

法
務
大
臣
か
ら
感
謝
状
が
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。

第
66
回
国
民
体
育
大
会
冬
季
大
会

　

ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
会

　
　

北
信
越・東
海・近
畿　

ブ
ロ
ッ
ク
予
選
会

人
権
擁
護
委
員
が決ま

り
ま
し
た

法
務
大
臣
か
ら
感
謝
状
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
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特
別
医
療
法
人
敬
愛
会　
　

　
　

介
護
老
人
保
健
施
設

豊
岡
シ
ル
バ
ー
ス
テ
イ
職
員
募
集

催　

し

教
育
委
員
会
会
議
の
傍
聴 

日
高
子
育
て
セ
ン
タ
ー

手
作
り
布
お
も
ち
ゃ
講
座

▽
日
時　

2
月
17
日（
木
）・
25
日

（
金
）、
3
月
2
日（
水
）午
前
10

時
〜
11
時
30
分

▽
場
所　

日
高
子
育
て
セ
ン
タ
ー

　

子
育
て
ホ
ー
ル「
ど
れ
み
」（
日

高
町
祢に
ょ
う布
）

▽
対
象　

子
育
て
中
の
保
護
者

▽
内
容　

フ
リ
ー
ス
生
地
で
、
う

　

2
月
の
定
例
教
育
委
員
会
を
開

催
し
ま
す
。

▽
日
時　

2
月
17
日（
木
）午
後
1

時
30
分
〜（
開
会
時
間
ま
で
に

お
越
し
く
だ
さ
い
）

▽
場
所　

市
民
会
館　

4
階　

中

会
議
室（
立
野
町
）

▽
問
合
せ　

教
育
総
務
課
教
育
総

務
係
☎
23
－
1
1
1
7

さ
ぎ
の
人
形
・
ア

ン
パ
ン
マ
ン
の
パ

ン
な
ど
を
作
る

▽
講
師　

佐
竹
美
津
子
さ
ん

▽
参
加
費　

1
回
3
0
0
円

▽
定
員　

15
人

▽
持
ち
物　

裁
縫
道
具
、
裁た

ち
ば

さ
み

▽
申
込
期
間　

2
月
1
日（
火
）〜

12
日（
土
）

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

日
高
子
育

て
セ
ン
タ
ー
☎
42
－
4
6
1
0

　

地
域
環
境
学
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

よ
る
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
す
。

▽
日
時　

2
月
5
日（
土
）午
後
1

時
〜
5
時
45
分

▽
場
所　

市
民
会
館　

4
階　

大

会
議
室（
立
野
町
）

▽
内
容　

○
事
例
報
告（
土
佐
か
ら
始
ま
る

複
業
型
森
業
の
す
す
め
な
ど
）

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
自
然
再
生
を
つ
う
じ
た
地
域
再
生

‐
経
済
と
文
化
の
視
点
か
ら
‐」

募　

集

　

来
館
者
に
配
布
す
る
施
設
案
内

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
掲
載
す
る
有
料

広
告
を
募
集
し
ま
す
。

▽
掲
載
物　
コ
ウ
ノ
ト
リ
文
化
館
パ

ン
フ
レ
ッ
ト（
A
4
、
3
つ
折
り
）

▽
広
告
サ
イ
ズ　

縦
5
セ
ン
チ
メ

ー
ト
ル
×
横
8
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

▽
募
集
枠
数　

1
枠

▽
広
告
料　

10
万
円

▽
掲
載
位
置　

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の

裏
面

▽
作
成（
配
布
）部
数　

20
万
部

▽
配
布（
使
用
）期
間　

3
月
1
日

（
火
）〜
平
成
24
年
2
月
29
日（
水
）

※
期
間
内
に
作
成
部
数
が
な
く
な

っ
た
場
合
は
、
そ
の
時
ま
で
の

広
告
に
な
り
ま
す
。

▽
申
込
期
間　

1
月
26
日（
水
）〜

2
月
16
日（
水
）

※
申
込
数
が
、
募
集
枠
を
超
え
た

場
合
は
、
抽
選
で
決
定
し
ま
す
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

コ
ウ
ノ
ト

リ
文
化
館
☎
23
－
7
7
5
0

○
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン（
長

野
大
学
教
授　

佐
藤　

哲て
つ

さ
ん
、

虹に
じ

別べ
つ

コ
ロ
ム
カ
イ
の
会
事
務
局

長　

大
橋
勝
彦
さ
ん
、
N
P
O

法
人
土
佐
の
森
救
援
隊
事
務
局

長　

中
嶋
健
造
さ
ん
な
ど
）

▽
申
込
方
法　

事
前
に
電
話
で
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

コ
ウ
ノ
ト

リ
共
生
課
☎
21
－
9
0
1
7

コ
ウ
ノ
ト
リ
文
化
館

有
料
広
告
募
集

▽
募
集
職
種
・
人
数　

看
護
師
・

1
人

▽
応
募
資
格　

昭
和
40
年
以
降
に

生
ま
れ
た
看
護
師
免
許
取
得
者

▽
試
験
日　

3
月
15
日（
火
）

※
時
間
は
、
個
別
に
通
知
し
ま
す
。

▽
試
験
場
所　

豊
岡
シ
ル
バ
ー
ス
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テ
イ　

会
議
室

▽
試
験
内
容　

面
接

▽
採
用
予
定
日　

4
月
1
日

▽
申
込
方
法　

履
歴
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
郵
送
ま
た
は

持
参
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
間　

1
月
25
日（
火
）

〜
3
月
10
日（
木
）午
前
8
時
30

分
〜
午
後
5
時（
土
・
日
曜
日
、

祝
日
は
除
く
）

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

豊
岡
シ
ル

バ
ー
ス
テ
イ（
〒
6
6
8
－
0
0

　

6
5　

戸
牧
1
1
3
2
－
2
）

　

☎
26
－
8
6
8
6

　

J
R
江
原
駅
の
改
札
口
前
に
あ

る「
W
e
ぷ
ら
ざ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

ギ
ャ
ラ
リ
ー
」に
展
示
す
る
作
品

を
募
集
し
ま
す
。

▽
応
募
資
格

〈
団
体
〉

・
国
、
県
、
市
に
属
す
る
団
体

・
商
工
会
、
観
光
協
会
な
ど
公
共

的
団
体

・
日
高
文
化
協
会
加
盟
団
体
お
よ

び
日
高
地
域
各
地
区
公
民
館
の

登
録
団
体

〈
個
人
〉

・
豊
岡
市
美
術
展
招
待
作
家

Wウ

eィ
ぷ
ら
ざ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
示
作
品
の
募
集

■「
見
て
ぇ
な
ダ
ン
ス
2
0
1
1
」

　
　
　
　
　
　
　

出
場
者
募
集

▽
開
催
日　

5
月
15
日（
日
）

豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ
か
ら
の　

お
知
ら
せ

▽
応
募
資
格　

・
但
馬
を
中
心
に
活
動
し
、
ジ
ャ

ズ
・
ス
ト
リ
ー
ト
・
フ
ラ
・
コ

ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
な
ど
の
ダ
ン

ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
ス
テ
ー
ジ

で
披
露
し
た
い
方
ま
た
は
団
体

・
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
か
ら
エ
ン
デ
ィ

ン
グ
ま
で
参
加
で
き
る
方
ま
た

は
団
体（
子
ど
も
、
遠
方
の
場

合
は
除
く
）

・
代
表
者
会
議
に
必
ず
出
席
で
き

る
方
ま
た
は
団
体

※
小
学
生
以
下
は
、
随
行
者（
大

人
）が
同
行
し
、
自
主
的
に
行

動
で
き
る
こ
と
。

※
主
催
者
の
指
示
に
従
え
る
こ
と
。

※
1
教
室
に
つ
き
、
1
団
体

※
よ
さ
こ
い
、
日
舞
な
ど
の
和
物

の
団
体
は
出
場
で
き
ま
せ
ん
。

▽
持
ち
時
間　

10
分
以
内（
1
団
体
）

※
参
加
団
体
数
に
よ
り
時
間
の
変

更
が
あ
り
ま
す
。

▽
参
加
費　

千
円（
1
団
体
）

▽
申
込
方
法　

所
定
の
申
込
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
郵

送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
メ
ー
ル
、

ま
た
は
持
参
く
だ
さ
い
。

※
申
込
内
容
や
申
込
状
況
に
よ
り
、

実
行
委
員
会
で
選
考
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

▽
そ
の
他　

出
演
順
・
時
間
な
ど

は
、
申
込
期
限
後
の
出
演
団
体

の
代
表
者
会
議
で
決
定
し
ま
す
。

■
平
和
を
願
う
朗
読
劇
・
豊
岡

2
0
1
1「
祈
り
‐
1
9
4
5
」

自
主
上
演
実
行
委
員
募
集

　

戦
争
体
験
の
手
記
な
ど
を
基
に

し
た
自
主
制
作
の
朗
読
劇
を
上
演

す
る
た
め
、
制
作
・
朗
読
・
舞
台

製
作
・
上
演
に
携
わ
る
実
行
委
員

を
募
集
し
ま
す
。

▽
上
演
日　

8
月
6
日（
土
）・
7

日（
日
）

▽
応
募
資
格　

高
校
生
以
上

※
高
校
生
は
、保
護
者
の
同
意
必
要

▽
募
集
人
員　

20
人
程
度

▽
申
込
方
法　

所
定
の
申
込
用
紙

ま
た
は
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
を
記

入
の
上
、
郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

ま
た
は
持
参
く
だ
さ
い
。

共
通
事
項

▽
場
所　

豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ　

ほ

っ
と
ス
テ
ー
ジ（
大
手
町
）

▽
申
込
期
限　

2
月
28
日（
月
）

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

豊
岡
市
民

プ
ラ
ザ（
〒
6
6
8
－
0
0
3
1

　

大
手
町
4
－
5
ア
イ
テ
ィ
7
階
）

　

☎
24
－
3
0
0
0

FAX 

24
－
3
0
0
4

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

http://w
w

w
3.city.toyooka.

　

lg.jp./plaza/index.htm
　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス　

　

plaza@
city.toyooka.lg.jp

・
前
記
に
準
ず
る
方
で
、
日
高
文

化
協
会
加
盟
団
体
か
ら
推
薦
の

あ
っ
た
方

〈
特
別
〉

・
美
術
館
、
博
物
館
な
ど
の
収
蔵

品
を
展
示
す
る
も
の

・
子
育
て
や
地
域
、
地
区
、
区
な

ど
で
行
っ
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な

取
組
み

▽
展
示
内
容　

絵
画
、
写
真
、
書

道
、
彫
塑
、
工
芸
、
文
化
財
、

そ
の
他
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
目
的
に

沿
っ
た
作
品

▽
展
示
期
間　

2
週
間
程
度（
応

募
数
に
よ
り
調
整
し
ま
す
）

※
作
品
の
展
示
お
よ
び
撤
収
は
、

出
展
者
が
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
方
法　

出
展
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
持
参
ま

た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限　

2
月
21
日（
月
）

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

N
P
O
法

人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
日
高

　

☎
・
FAX 

42
－
2
5
0
5
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地
域
福
祉
計
画
・
障
害
者
福
祉

計
画
の
策
定
委
員
募
集

平
成
23
年
度
兵
庫
県
高
齢
者

　
　
　

放
送
大
学
学
生
募
集

近
畿
大
学
豊
岡
短
期
大
学
附
属

　

幼
稚
園　

平
成
23
年
度　

子
育
て
支
援
教
室
募
集

▽
対
象　

平
成
20
年
4
月
2
日
〜

平
成
21
年
4
月
1
日
に
生
ま
れ

　

市
で
は
、「
地
域
福
祉
計
画
」と

「
障
害
者
福
祉
計
画
」を
策
定
し
て

い
ま
す
。
平
成
23
年
度
は
、
両
計

画
の
見
直
し
、
策
定
の
時
期
に
な

り
ま
す
。

　

地
域
福
祉
の
推
進
、
障
害
者
福

祉
の
充
実
に
つ
い
て
、
共
に
考
え

て
い
た
だ
け
る
策
定

委
員
を
募
集
し
ま
す
。

▽
募
集
人
員　

○
地
域
福
祉
計
画　

2
人

○
障
害
者
福
祉
計
画　

2
人

▽
応
募
資
格　

市
内
在
住
ま
た
は

在
勤
の
20
歳
以
上（
1
月
1
日

現
在
）の
方
で
、地
域
福
祉
、
障

害
者
福
祉
に
関
心
が
あ
り
、平
日

昼
間
の
会
議
に
出
席
で
き
る
方

▽
任
期

○
地
域
福
祉
計
画
…
委
嘱
日
〜
平

成
24
年
3
月
31
日（
委
員
会
を

任
期
中
に
6
回
程
度
開
催
予
定
）

○
障
害
者
福
祉
計
画
…
委
嘱
日
〜

平
成
26
年
3
月
31
日（
委
員
会

を
任
期
初
年
度
に
6
回
、次
年
度

以
降
は
2
回
程
度
開
催
予
定
）

※
計
画
策
定
お
よ
び
計
画
の
取
組

み
状
況
を
評
価
し
ま
す
。

▽
報
酬　

委
員
会
に
出
席
し
た
場

合
、
規
定
に
よ
る
報
酬
を
支
払

　

学
習
の
基
本
は
、
ラ
ジ
オ
放
送

を
聴
い
て
感
想
文
を
提
出
す
る
こ

と
で
す
。
テ
キ
ス
ト
を
毎
月
1
回

発
行
し
、
年
数
回
の
ス
ク
ー
リ
ン

グ
な
ど
を
通
し
て
学
生
相
互
の
交

流
を
図
り
ま
す
。

▽
対
象　

県
内
在
住
の
60
歳
以
上

の
方

▽
放
送　

ラ
ジ
オ
関
西（
1
3
9

　

5
キ
ロ
ヘ
ル
ツ
）毎
週
土
曜
日

午
前
6
時
30
分
〜
7
時

▽
学
習
期
間　

1
年（
終
了
後
、生

涯
聴
講
生
と
し
て
継
続
可
能
）

▽
定
員　

本
科
生
5
0
0
人（
先

着
順
）

※
そ
の
他
、聴
講
生
制
度
あ
り（
年

齢
・
地
域
制
限
な
し
）

▽
授
業
料　

年
額
6
千
円（
テ
キ

ス
ト
代
含
む
）

い
ま
す
。

▽
申
込
方
法　

社
会
福
祉
課
ま
た

は
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課
に

あ
る
所
定
の
応
募
用
紙（
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）に
記
入

の
上
、
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限　

2
月
16
日（
水
）

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

社
会
福
祉

課
☎
24
－
7
0
3
3

▽
加
入
資
格　

市
内
在
住
、
在
勤
、

ま
た
は
在
学
し
て
い
る
方

▽
共
済
掛
金　

1
人
年
額
5
0
0

円（
加
入
は
1
人
1
口
限
定
）

▽
共
済
期
間　

4
月
1
日
〜
平
成

　

24
年
3
月
31
日

▽
見
舞
金
支
払
額　

通
院
3
日
以

上
の
傷
害
に
3
万
円
、
通
院
7

日
以
上
の
傷
害
に
4
万
円
な
ど

▽
対
象
と
な
る
事
故　

日
本
国
内

の
道
路
な
ど
で
、
自
動
車
・
二

輪
車
・
自
転
車
・
電
車
な
ど
に

乗
車
し
て
い
て
衝
突
、
接
触
、

転
倒
な
ど
の
事
故
ま
た
は
歩
行

中
に
前
記
の
乗
り
物
に
よ
る
事

故
に
遭
っ
た
場
合

▽
加
入
受
付　

1
月
25
日（
火
）か

ら
、各
区
で
の
取
り
ま
と
め
・
市

役
所
窓
口
で
加
入
受
付
を
行
い

平
成
23
年
度

交
通
災
害
共
済
加
入
者
募
集

ま
す
。

※
詳
細
は
、問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
そ
の
他　

現
在
加
入
し
て
い

る
方
も
平
成
23
年
3
月
31
日
で

共
済
期
間
が
終
了
し
ま
す
の
で
、

新
た
に
加
入
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

生
活
環
境
課

　

☎
21
－
9
0
0
1
ま
た
は
各
総

合
支
所
市
民
福
祉
課

▽
申
込
期
間　

2
月
10
日（
木
）〜

　

4
月
11
日（
月
）

▽
そ
の
他　

申
込
方
法
な
ど
の
詳

細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

兵
庫
県
高

齢
者
放
送
大
学

　

☎
0
7
9
－
4
2
4
－
3
3
4
3

「
知
っ
て
安
心　

く
ら
し
の

　
　

 

笑し
ょ
う
ひ
ゃ
っ
か

百
科
」参
加
者
募
集

▽
日
時　

2
月
18
日（
金
）午
後
1

時
30
分
〜
3
時
30
分

▽
場
所　

豊
岡
地
区
公
民
館（
立

野
町
）

▽
対
象　

消
費
者
問
題
に
関
心
の

あ
る
市
民

▽
内
容　

弁
護
士
か
ら
消
費
生
活

に
関
わ
る
知
識
を
分
か
り
や
す

く
学
ぶ

▽
講
師　

弁
護
士　

木
下
靖や
す

章あ
き

さ
ん

▽
定
員　

30
人（
先
着
順
）

▽
申
込
期
限　

2
月
10
日（
木
）

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

生
活
環
境

課
☎
21
－
9
0
0
1
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た
幼
児

▽
人
員　

20
人（
先
着
順
）

▽
申
込
方
法　

入
会
申
込
書
・
幼

児
調
査
票
を
持
参
く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
類
は
園
に
用
意
し
て
い

ま
す
。
詳
細
は
、
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
間　

2
月
21
日（
月
）〜

22
日（
火
）午
前
9
時
〜
午
後
3
時

▽
問
合
せ　

近
畿
大
学
豊
岡
短
期

大
学
附
属
幼
稚
園

　

☎
22
－
6
3
6
0

平
成
23
年
度

竹
野
B
＆
G
海
洋
セ
ン
タ
ー

定
期
使
用
団
体
の
募
集

エ
コ
ハ
ウ
ス
暮
ら
し
の
講
座    

〜
天
然
ガ
ス
に
よ
る
家
庭
で
で
き

る
省
エ
ネ
の
工
夫
に
つ
い
て
〜

講
座・
教
室

豊
岡
市
民
ス
キ
ー
教
室　

Sエス
Aエ
ー

Jジェ
イ（
全
日
本
ス
キ
ー
連
盟
）

検
定
会

相　

談

司
法
書
士
に
よ
る

　

登
記
・
多
重
債
務
・

消
費
者
問
題
・
成
年
後
見
等

市
民
生
活
無
料
相
談
会

▽
日
時　

2
月
19
日

（
土
）午
後
1
時
〜

4
時（
予
約
制
）

▽
場
所　

市
民
会
館　

中
会
議
室

（
立
野
町
）

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

兵
庫
県
司

法
書
士
会
但
馬
支
部

　

☎
0
7
9
－
6
7
6
－
3
3
6
8

　

平
成
23
年
度
に
、竹
野
B
＆
G
海

洋
セ
ン
タ
ー
体
育
館
の
定
期
使
用

を
希
望
す
る
団
体
は
、日
程
調
整
を

行
い
ま
す
の
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
対
象
期
間
・
団
体　

4
月
1
日

〜
平
成
24
年
3
月
31
日
・
10
人

以
上
の
団
体

▽
申
込
方
法　

竹
野
B
＆
G
海
洋

セ
ン
タ
ー
に
あ
る
申
込
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限　

2
月
8
日（
火
）午

後
5
時

▽
そ
の
他　

・
現
在
、
定
期
使
用
中
の
団
体
も

再
度
申
込
み
が
必
要
で
す
。

・
期
限
ま
で
に
申
込
み
が
な
い
団

体
は
、定
期
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

竹
野
B
＆

G
海
洋
セ
ン
タ
ー

　

☎
47
－
1
8
0
5

▽
日
時　

2
月
24
日（
木
）午
後
1

時
30
分
〜
1
時
間
程
度

▽
場
所　

豊
岡
市
エ
コ
ハ
ウ
ス

（
城
崎
町
今
津
・
ハ
チ
ゴ
ロ
ウ

の
戸
島
湿
地
内
）

▽
内
容　

地
球
環
境
問
題
か
ら
豊

岡
の
暮
ら
し
に
合
っ
た
天
然
ガ

ス
に
よ
る
省
エ
ネ
な
ど
に
つ
い

て
学
び
ま
す
。

▽
講
師　

豊
岡
エ
ネ
ル
ギ
ー（
株
）

社
員

▽
定
員　

15
人（
先
着
順
）

▽
申
込
方
法　

氏
名
と
連
絡
先
を

フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は
電
話
で
連

　

絡
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

コ
ウ
ノ
ト

　

リ
共
生
課
☎
21
－
9
0
1
7

　

FAX 

24
－
8
1
0
1

▽
日
時　

2
月
26
日（
土
）、27
日（
日
）

〔
2
月
26
日（
土
）午
前
7
時
45

分
に
じ
ば
さ
ん
但
馬
前（
大
磯

町
）に
集
合
、
27
日（
日
）午
後

5
時
に
解
散
予
定
〕

※
1
日
の
み
の
参
加
者
は
、
現
地

集
合
、
現
地
解
散
も
可
能

※
宿
泊
希
望
の
方
は
、
申
し
出
く

だ
さ
い
。

▽
場
所　

奥
神
鍋
ス
キ
ー
場（
日

高
町
山
田
）

▽
内
容

○
検
定
コ
ー
ス

・
26
日（
土
）…
S
A
J
級
別
検
定

種
目
講
習

・
27
日（
日
）…
同
検
定
会

※
午
後
合
格
発
表

○
一
般
コ
ー
ス

・
26
日
、
27
日
両
日
と
も
講
習
の

み（
1
日
の
み
の
参
加
可
）

※
宿
泊
者
は
、
夜
に
ビ
デ
オ
を
見

な
が
ら
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
あ
り

▽
指
導　

豊
岡
ス
キ
ー
協
会
員

▽
参
加
費　

○
検
定
コ
ー
ス
…
1
日
4
千
円（
検

定
料
は
別
途
で
、級
別
で
異
な
る
）

○
一
般
コ
ー
ス
…
1
日
3
千
円（
交

通
費
、
リ
フ
ト
券
、
ス
キ
ー
レ

ン
タ
ル
料
、
宿
泊
料
は
別
途
）

▽
申
込
方
法　

ア
ク
テ
ィ
ー（
船

町
）、
全
但
ス
ポ
ー
ツ（
京
町
）、

オ
カ
ダ
ス
ポ
ー
ツ
ア
ス
ポ
店

（
千
代
田
町
）・
ア
イ
テ
ィ
店（
大

手
町
）、ま
た
は
マ
ル
マ
ツ
ス
ポ

ー
ツ（
日
高
町
国
分
寺
）に
あ
る

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限　

2
月
19
日（
土
）

▽
そ
の
他　

傷
害
保
険
は
、
各
自

で
加
入
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

豊
岡
ス
キ
ー
協
会　

今
井
康や
す

人と

さ
ん

　

☎
0
9
0
－
3
2
8
8
－
7
7
0
3
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行
政
書
士
に
よ
る

　

遺
言
・
相
続
無
料
相
談
会

▽
日
時　

2
月
19
日

（
土
）午
後
1
時
30

分
〜
4
時
30
分　

▽
場
所　

じ
ば
さ
ん
但
馬（
大
磯
町
）

▽
相
談
内
容　

遺
言
、
相
続

▽
問
合
せ　

兵
庫
県
行
政
書
士
会

但
馬
支
部

　

☎
0
7
9
6
－
94
－
0
6
0
6

そ
の
他

ま
ち
づ
く
り
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト

〜
あ
な
た
の
意
見
を
豊
岡
市

の
ま
ち
づ
く
り
に
〜

　

本
市
で
は
、
豊
岡
市
総
合
計
画

の
基
本
構
想
に
示
す
ま
ち
の
将

来
像「
コ
ウ
ノ
ト
リ
悠
然
と
舞
う

　

ふ
る
さ
と
」を
実
現
す
る
た
め
、

前
期
基
本
計
画
に
基
づ
き
各
種
施

策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

前
期
基
本
計
画
の
計
画
期
間
が

平
成
23
年
度
を
も
っ
て
終
了
す
る

こ
と
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
変

化
に
対
応
す
る
た
め
に
計
画
の
見

直
し
を
行
い
、
次
の
5
年
間
に
実

現
す
べ
き
施
策
を
盛
り
込
ん
だ
後

期
基
本
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

　

計
画
の
策
定
に

あ
た
り
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
意
見
を

反
映
す
る
た
め
に

「
ま
ち
づ
く
り
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
」

を
実
施
し
ま
す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
が
手
元
に
届
い
た

場
合
は
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
実
施
時
期　

2
月

▽
対
象
地
域　

市
内
全
域

▽
調
査
対
象　

18
歳
以
上
の
市
民

　

5
千
人（
無
作
為
に
よ
る
抽
出
）

▽
問
合
せ　

政
策
調
整
課
政
策
調

整
係
☎
21
－
9
0
2
2

競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請

平
成
23
年
度
追
加
分
受
付

　

平
成
23
年
度
に
市
が
発
注
す
る

建
設
工
事
、
測
量
・
建
設
等
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
業
務
、
物
品
製
造
な

ど
の
入
札
に
参
加
を
希
望
す
る
業

者
、
ま
た
は
市
と
物
品
納
入
お
よ

び
役
務
の
提
供
な
ど
の
取
引
を
希

望
す
る
業
者
は
、
所
定
の
入
札
参

加
資
格
審
査
申
請
書（
指
名
願
い
）

を
提
出
く
だ
さ
い
。
有
効
期
間
は
、

平
成
24
年
3
月
31
日
ま
で
の
1
年

間
で
す
。

　

な
お
、
平
成
22
年
度
に
す
で
に

登
録
が
済
ん
で
い
る
業
者
は
申
請

の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、
建
設
工
事
で
格
付
け

の
た
め
の
経
審
点
数
へ
の
主
観
点

数
加
算
を
希
望
す
る
場
合
に
は
、

す
で
に
登
録
し
て
い
る
業
者
で
あ

っ
て
も
、
本
申
請
の
受
付
期
間
内

に「
主
観
点
数
加
算
申
請
書
」の
提

出
が
必
要
で
す
。

　

2
月
28
日
ま
で
に
提
出
が
な
い

場
合
に
は
、
平
成
23
年
度
は
主
観

点
数
加
算
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の

で
注
意
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
方
法　

総
務
課
管
財
係
ま

た
は
各
総
合
支
所

地
域
振
興
課
に
あ

る
申
請
書
類
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
持
参
ま

た
は
郵
送
く
だ
さ
い
。

※
提
出
要
領
・
申
請
書
様
式
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▽
申
込
期
間  

2
月
1
日（
火
）〜

28
日（
月
）必
着

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

総
務
課
管

財
係
☎
23
－
1
1
1
6

　

地
元
医
師
会
と
豊
岡
病
院
の
地

域
連
携
に
基
づ
く
小
児
救
急
診
療

の
2
月
の
日
程
と
担
当
医
師
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

2
月
の
公
立
豊
岡
病
院
地
域

連
携
小
児
休
日
救
急
診
療
日
程

▽
場
所　

公
立
豊
岡
病
院

▽
そ
の
他　

1
歳
以
上
の
小
児
で
、

緊
急
性
の
な
い
自
己
都
合
な
ど

と
判
断
さ
れ
た
場
合
は
、
時
間

外
診
察
料
金
3
、
1
5
0
円
の

負
担
が
あ
り
ま
す
。

▽
問
合
せ　

公
立
豊
岡
病
院
救
急

受
付
☎
22
－
6
1
1
1

開催日 時間 場所 内容
9日

（水）
10:00〜

11:00
城南保
育園 リトミック

14日
（月）

10:00〜
11:00

城崎保
育園

血圧、体脂肪測定、
健康相談、育児相
談、ワンポイント健
康講座（予防接種・夜
間救急）

＜2月のまちの子育てひろば＞

診療日 担当医師・
住所

13日
（日）

中沢　洋
（出石町本町）

20日
（日）

國屋正史
（養父市）

27日
（日）

赤松　亮
（九日市下町）

〔日程・担当医師〕

※診療時間：午前９時
〜午後５時 ▷問合せ　但馬県民局豊岡健康福祉事務所☎23−1001
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職　種 募集人数 応募資格 勤務先・職務内容 勤務条件

看護師
兼

事務員
１人

　看護師免許所持者
または平成23年３月
末までに取得できる
方

　訪問看護ステーションでの
訪問看護業務および事務補助

報酬：月額171,900円
勤務：週５日（35時間）勤務
休日：土・日曜日の週２日

医療事務員 １人
　高等学校以上の学
校を卒業した方で、
医療事務経験者

　森本診療所での医療事務
報酬：月額153,800円
勤務：週５日（35時間）勤務
休日：土・日曜日の週２日

放課後
児童クラブ
指導員Ａ

２人程度
　保育士資格または
幼稚園、小学校、中
学校、もしくは高等
学校教諭普通免許所
持者または平成23年
３月末までに取得で
きる方

　市内各幼稚園その他に設置
の放課後児童クラブでの児童
の安全管理、生活指導、およ
び遊びの指導など

報酬：月額159,700円
勤務：週6日（35時間）勤務
休日：日曜日の週1日

放課後
児童クラブ
指導員Ｂ

２人程度
報酬：月額115,400円
勤務：週５日（26時間）勤務
休日：土・日曜日の週２日

放課後
児童クラブ
指導補助員

１人程度
　市内各幼稚園その他に設置
の放課後児童クラブでの児童
の安全管理、生活指導、およ
び遊びの指導などの補助

報酬：時間給880円
勤務：週５日（23時間）勤務
休日：土・日曜日の週２日

パート
保育補助員 １人 　保育に意欲のある

方
　合橋保育園での午前７時30
分から２時間の保育補助

報酬：月額51,300円
勤務：週６日（12時間）勤務
休日：日曜日の週1日

発掘調査員 １人

　大学などで歴史学
関係の勉強をした
方、歴史関係施設な
どに勤めた方、また
は発掘調査に携わっ
た経験のある方で、
普通自動車運転免許
所持者

　文化財の埋蔵現場での発掘
調査業務および関連事務など

報酬：月額153,800円
勤務：週５日（35時間）勤務
休日：土・日曜日の週２日

FMラジオで豊岡市の情報をお知らせしています!! （周波数76.4メガヘルツ） 「豊岡きらめき情報局」毎週月～金曜日  8：00～8：05、17：50～17：52

■応募資格	 昭和26年４月２日以降に生まれた方
　　　　 ※応募資格中、普通自動車運転免許所持

者は、実運転経験年数が１年以上で、
申込み以前１年以上無事故無違反、か
つ、過去５年間に軽微な事故違反（減
点２点以下） が２回までの方

■参　　考	 看護師兼事務員、医療事務員、発掘
調査員は、執務時にパソコン（エクセ
ル・ワード） 操作を必要とします。

■選考方法	 面接試験
　　　　  ※日時、場所は後日連絡します。

■雇用期間	 ４月１日〜平成24年３月31日
■申込方法	 申込書（職員課に備付けのもの）に必要

事項を記入の上、応募資格で定める免
許証などの写しを添えて、申し込みく
ださい。

　　　　  ※申込みは上記職種のうちの１職種に限
ります。

■申込期間	 １月26日（水） 〜２月８日（火） 
　　　　  ※土･日曜日、執務時間外は受け付けでき

ません。
■申込み･問合せ　職員課☎23-1326

平 成 2 3 年 度  豊 岡 市 非 常 勤 嘱 託 職 員 募 集



～休館のお知らせ～
　特別図書整理のため、下記のとおり休館します。
　期間中は本館および他の分館を利用ください。
　・竹野分館　　１月31日（月）～２月２日（水）
　・日高分館　　２月７日（月）～９日（水）
　・豊岡本館　　２月15日（火）～24日（木）

あたたかくなる本
＜ 一 般 ＞

からだポカポカしょうがレシピ129
行正り香　著（文化出版局）

　野菜から肉、魚介類、ご飯、スープ、
麺、サラダ、卵、デザートまで、ショ
ウガのおいしさ、そしてショウガの
力を再発見できる129のレシピを紹
介します。

＜ じ ど う ＞
はたらきもののじょせつしゃ
けいてぃー
バージニア・リー・バートン／作
石井桃子／訳（福音館書店）

　冬のある日、大雪で町が埋まってし
まったとき、除雪車｢けいてぃー｣は雪か
きで大活躍。おかげで町は都市機能を
取り戻します。｢けいてぃー｣の力強い
動きに温かい気持ちになる絵本です。

レッツゴー図書館レッツゴー図書館

2月の行事予定

図書館の資料はホームページから検索・予約できます。
http://www3.city.toyooka.lg.jp/toyolib/index.html
メールアドレスtoyolib@city.toyooka.lg.jp　　
開館時間　午前10時～午後６時
※本館（金・土）および日高分館（金）  午前10時～午後7時

■図書館本館、分館の連絡先および所在地
本館 ☎23-6151（京町５-28） 日高 ☎21-9060（日高総合支所１階）
城崎 ☎21-9072（城崎総合支所２階） 出石 ☎21-9010（出石総合支所１階）
竹野 ☎21-9078（竹野総合支所３階） 但東 ☎21-9036（但東市民センター１階）

2月の行事予定

※詳細は、各館へ問い合わせください。

乳０～２歳　幼３～５歳
児６歳～　　般一般

日 曜日 時間 場所 行事名
1 火 （休館日）

2 水 10：30～ 本館 いっしょにおはなし会　幼

出石 えほんのとびら　乳 幼

11：00～ 本館 おはなしのゆりかご　乳

3 木
4 金 11：00～ 城崎 おはなしひろば　乳

5 土 10：30～ 竹野 テーマであそぼ！
「ちちんプイプイ さむいのさむいのと～んでけ!｣　 乳 幼

6 日
7 月
8 火 （休館日）
9 水 10：30～ 本館 いっしょにおはなし会　幼

10 木
11 金 （休館日）

12 土

10：10～ 本館 土曜としょかん　幼 児

10：30～
城崎 おはなしのこべや　幼 児

但東 おはなしのもり　幼

日高 絵本からのおくりもの　幼 児

13 日 13：20～ 本館 第10回古文書講座（初級）　般

15：00～ 第10回古文書講座（中級）　般

14 月
15 火 （休館日）
16 水
17 木
18 金 11：00～ 城崎 おはなしひろば　乳

19 土 10：30～ 竹野 土曜おはなしのへや　幼 児

15：00～ 但東 切り紙Ａｒｔ　般

20 日
21 月
22 火 （休館日）
23 水
24 木
25 金

26 土 10：30～ 日高 絵本からのおくりもの　幼 児

出石 おはなし会　幼 児

14：00～ 本館 おはなし会　幼 児

27 日 10：30～ 日高 おはなし会　幼 児

28 月 （休館日） 各分館のみ（本館は開館）

　なお、２月２日（水）から14日（月）まで、
貸出点数が通常の２倍になります。（図書20
点、うちCDは10点まで）
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2月の予定
　市内６カ所の子育てセンターでは、子育て中の保護者を
応援するためのいろいろな活動をしています。
　参加費は無料でどなたでも参加できます。
※詳細は、各センターに問い合わせください。
※定員があるものは、事前に申し込みください。
※場所の表示がない活動は、各センターで行います。

子育て総合センター　☎24-4604
（ＪＲ豊岡駅前アイティ7階）火曜日休館

出石子育てセンター　☎52-6188
（出石総合支所１階）日・月曜日休館

但東子育てセンター　☎21-9079
（但東市民センター）日・月曜日休館

豆まき会
日　時 ２日(水）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 絵本、リズム、豆まき、お楽しみ会

ほっとたいむ＆おやこふれあいたいむ
日　時 ほっとたいむ ７日（月）、24日（木）午前11時～

おやこふれあいたいむ 28日（月）午前10時30分～
対　象 乳幼児と保護者
内　容 おやこふれあいたいむでは紙芝居やいろいろな遊

びをし、ほっとたいむでは唱歌や童謡を歌います。
その他 午前中は身長や体重の計測をします。

城崎子育てセンター　☎32-4666
（城崎総合支所２階）日・月曜日休館

親子で発表会
日　時 22日（火）午前10時～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 グループごとに何が飛び出すのやら、お楽しみ～♪
その他 観覧のみの参加、飛び入り参加も可

絵本の読み聞かせ
日　時 24日（木）午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者
内　容 センター職員による絵本の読み聞かせ

日高子育てセンター　☎42-4610
（日高総合支所３階）月・第１土・第１以外の日曜日休館

豆まき
日　時 １日（火）午前10時～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 鬼の面を作り、親子で豆まき

日　時 ６日（日）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 親子ふれあい遊び

パパと遊ぼうＤ
　デ 　 ー 　

ＡＹ！

竹野子育てセンター　☎47-2030
月曜日休館

わらべうた＆製作
日　時 16日（水）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 わらべうた遊び、製作：アンパンマンシリーズ｢あかちゃんまん｣

竣工祝いイベント
日　時 ２日（水）午前10時～正午
場　所 城崎総合支所２階大会議室
対　象 乳幼児と保護者
内　容 餅つき　〔参加費：１家族100円、申込期限：１日（火）〕

制作活動
日　時 16日（水）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 おひなさま制作　〔申込期限：９日（水）〕

絵本の読み聞かせ＆折り紙遊び
日　時 16日（水）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 絵本の読み聞かせ・折り紙でおひなさん作り

マタニティママ交流広場
日　時 28日（月）午前９時45分～11時30分
場　所 豊岡市民プラザ　ほっとステージ
対　象 妊婦
内　容 妊婦同士や先輩ママとの交流、マタニティ手作り講座など
スタッフ 助産師、保育士、保健師、歯科衛生士、栄養士

子育てミニ講話＆母親交流
日　時 24日（木）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者、妊婦

内　容 保健師の話～こんなとき困ったな、どう声をかけたらいい？～
乳幼児身体計測、育児相談、妊婦のお友だちづくり

なかよし広場
日　時 17日（木）午前９時30分～11時30分
場　所 豊岡市民プラザ　ほっとステージ
対　象 ２歳ぐらいまでの乳幼児と保護者、妊婦
内　容 子どもの自由遊びや交流、計測や子育て相談
スタッフ 保育士、保健師、看護師、助産師、子育て支援ボランティア

絵本の読み聞かせの会
日　時 10日（木）午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者
内　容 図書館司書による絵本の読み聞かせ

３世代食育交流
日　時 25日（金）午前10時～午後０時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 ３世代が楽しめる食卓（講師：竹野愛育班）

豆まき
日　時 ２日（水）午前10時15分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 絵本、紙芝居、豆の入れ物作り
その他 申込期限：１日（火）、参加費：子ども１人50円

こどものからだ育ち講座－母乳の話－
日　時 ３月２日（水）午後１時30分～３時30分
場　所 豊岡市民プラザ　練習室
対　象 子育て中の保護者　20人（保育は15人まで）
内　容 母乳についての話、乳幼児期の食生活について　など
講　師 助産師　井垣享子さん
申込期間 14日（月）～28日（月）

お父さんの子育て座談会
日　時 ３月５日（土）午後１時30分～３時30分
場　所 豊岡市民プラザ　練習室
対　象 子育て中の父親　先着15人
申込期間 21日（月）～３月４日（金）

おはなし広場
日　時 ５日（土）、12日（土）、19日（土）午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者
内　容 絵本や紙芝居の読み聞かせ

お母さんの手作り広場Ⅳ
日　時 18日（金）午後１時30分～３時30分
対　象 子育て中の保護者　先着10人
内　容 牛乳パックでいすを作ろう！
準備物 牛乳パック（１㍑ｻｲｽﾞ20本）、ボンド、布、ハサミ、布ガムテープ
申込期間 ４日（金）～14日（月）

子育ち＆親育ち講座
日　時 23日（水）午後１時30分～３時30分
場　所 豊岡市民プラザ　練習室
対　象 子育て中の保護者　20人（保育は15人まで）
内　容 きょうだいとの接し方を考える
申込期間 ７日（月）～21日（月）

パパと遊ぼうデー
日　時 12日（土）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児とお父さん（お母さん、きょうだいの参加可）
内　容 室内で体を動かして寒さを吹き飛ばそう！

パパと遊ぼうデー“おやこっこ運動遊び”
日　時 26日（土）午前10時30分～11時45分
対　象 ２歳以上の幼児とお父さん　先着20組
講　師 こども育成課　仲義　健
申込期間 14日（月）～24日（木）

わいわいコーラス♪♪
日　時 ８日（火）午前10時～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 発表会に向け、お母さんのコーラスと子どもの楽器遊びを楽しもう。
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施 設 の イ ベ ン ト施 設 の イ ベ ン ト
出石文化会館ひぼこホール（出石町水

むな

上
がい

）
☎52−6222  FAX 53−2131

豊岡市民プラザ（JR豊岡駅前アイティ7階）
☎24−3000  FAX 24−3004 （火曜日休館）

〒668-0031　大手町4-5

市民会館（立野町）
☎23−0255  FAX 24−0952（火曜日休館）

　３月13日（日）　
　　開演14：00（開場13：30）
◇入場料　全席指定
　　　　　Ａ席3,000円
　　　　　Ｂ席2,500円
　　　　　桟敷席（ペア）4,800円
　　　　　（当日券は500円増）
※未就学児は入場できません。
◇チケット発売日
　友の会　発売中　一般　１月26日（水）
　（各プレイガイドでも購入できます）

■桂米朝一門落語会｢南光 米
よね

團
だん

治
じ

二人会｣

　２月26日（土）　開演13：30
◇場　所　交流サロン
◇出　演　市民プラザ沖縄文化研究会
◇内　容　沖縄民謡
◇入場料　無料
※サロンコンサートの出演者を募集しています。
　音楽活動の発表の場として利用ください。

■第77回サロンコンサート〜真冬の沖縄民謡〜
　皆さんに気軽に音楽に親しんでいただくために、
毎月１回程度コンサートを開催しています。今回は
沖縄民謡の歌と演奏です。

　３月26日（土）
　　開演17：30（開場17：00）

◇内　容　｢音で感じるライブ｣と
｢ココロのトーク｣

◇入場料　全席指定　5,500円
※未就学児は入場できません。
◇チケット発売中　
　（各プレイガイドでも購入できます）

■谷村新司トーク＆ライブキャラバン
｢ココロの学校｣〜音で
始まり、歌で始まる〜

※チケットは、豊岡市民プラザのほかに市民会館､
図書館本館､ 但東分館、城崎･竹野･日高地区公民
館、ひぼこホールでも購入できます。

　２月12日（土）　開演19：00
　　　　　　　　　　  （仕舞）高砂、富士太鼓　（実演）屋島
　　　13日（日）　開演14：00
　　　　　　　　　　  （仕舞）久世戸、梅枝　（実演）羽衣
　　　 ※両日共通（お話）能について
◇場　所　ほっとステージ
◇講　師　京都観世 能楽師 田

た
茂
も

井
い

廣
ひろ

道
みち

さんほか
◇入場料　１日券1,000円、２日通し券1,500円
◇一時保育　一時保育（１歳半〜就学未満）を希望の

方は、２月２日（水）までに申し込みください。
◇チケット発売中

■伝統芸能入門講座〜 D
ド ゥ

o　y
ユ ウ

ou　能？ 〜
　能の世界は｢難しい、分かりづらい｣などと思われ
がちですが、今回は能の魅力を丁寧に解説。所作の
実演や鑑賞もできる講座です。幽玄の世界に触れな
がら、ゆっくり流れる時をお過ごしください。

　２月５日（土）・６日（日）　上映13：00（２本立て）
◇場　所　ほっとステージ
◇内　容　５日（土）13：00〜 ｢飢餓海峡」
　　　　　　　　　16：30〜 ｢黒い画集 あるサラ

　　　　　　　　　　　　   リーマンの証言」
　　　　　６日（日）13：00〜 ｢張り込み」
　　　　　　　　　15：30〜 ｢白い巨塔」
◇入場料　１作品500円（全日共通１回限り有効）
　　　　　１日券800円
◇チケット発売中

■プラザ　シネマ・シネマ

◆豊岡公演

　３月19日（土）　開演19：00
　　  　20日（日）　開演14：00
◇場　所　ほっとステージ
◆出石永楽館公演

　３月27日（日）　開演14：00
◇場　所　出石永楽館
◇入場料　全席自由　一般1,000円､ペア券1,500円､高

校生以下･65歳以上800円（当日券は各200
円増｡ペア券は前売りのみ）

◇一時保育　一時保育（１歳半〜就学未満）を希望の方
は、３月９日（水）までに申し込みください。

◇チケット発売日　２月14日（月）

■豊岡市民プラザ演劇ファクトリーzero７
　テアトルタンツ（演劇とダンスの化学反応）
　『五つの扉の物語』
　演劇ファクトリーは、基礎訓練と舞台実習を経て、
オリジナル作品の上演に取り組む豊岡市民プラザの
市民参加創造事業です。

　３月６日（日）
　　開演14：00
　 （開場13：30）
◇入場料　全席自由
　　　　　一般1,000円
　　　　　中学生以下500円
※友の会割引特典は利用できません。
◇チケット発売中
　（各プレイガイドでも購入できます）

■シネマパラダイスvol.4冬の名画鑑賞会
　｢Ｒ

レ イ ル ウ ェ イ ズ

ＡＩＬＷＡＹＳ｣
　49歳で電車の運転士になった男の物語。出演：中
井貴一、高嶋礼子ほか
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平成23年1月１日現在（前月比）

豊岡市の人口
（住民基本台帳＋外国人登録総数）

2月の主な行事
FEBRUARY

平成23年

₁₂（土）D
ドゥー

o y
ユー

ou 能
のう

？パート１
（19：00～豊岡市民プラザ）

₁₃（日）D
ドゥー

o y
ユー

ou 能
のう

？パート２
（14：00～豊岡市民プラザ）

₁₄（月）

₁₅（火）城崎町湯島財産区議会議員選挙告示日

₁₆（水）わらべうた＆製作（10：30～出石子育てセンター）

₁₇（木）なかよし広場（９：30～豊岡市民プラザ）

₁₈（金）

₁₉（土）

₂₀（日）城崎町湯島財産区議会議員選挙投開票日田んぼの学校（９：30～コウノトリ文化館周辺）

₂₁（月）

₂₂（火）

₂₃（水）

₂₄（木）第６回古着ゆかたのリフォーム展（城崎文芸館、～３月24日）

₂₅（金）

₂₆（土）第77回サロンコンサート（13：30～豊岡市民プラザ）

₂₇（日）第20回とよおか津居山港かにまつり（８：30～津居山港小島岸壁）

₂₈（月）マイナス１歳（産前）からの子育て支援　マタニティママ交流広場
（９：45～豊岡市民プラザ）

ひ
と
り
ご
と

▼
今
年
こ
そ
は
い
い
年
に
…
と
思
い
、パ

ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
と
言
わ
れ
て
い
る
神
社

へ
初
詣
に
行
き
ま
し
た
。す
る
と
早
々

に
新
春
の
イ
ベ
ン
ト
で
大
当
た
り
。さ

っ
そ
く
ご
利
益
が
あ
っ
た
の
か
、そ
れ

と
も
、こ
れ
で
運
が
尽
き
た
の
か
…
。 ◯Ｍ1

合　計 男　性 女　性 世帯数
88,895人（－64人） 42,535人（－18人） 46,360人（－46人） 32,357世帯（－33世帯）

₁（火）第52回企画展｢モンゴルの工芸−その文化を探る−｣
（日本･モンゴル民族博物館、～８日）

企画展｢マッキンリーに眠る植村直己｣
（植村直己冒険館、～３月15日）

企画展｢植村直己を支えた人たち｣
（植村直己冒険館、～５月31日）

豆まき（10：00～竹野子育てセンター）

₂（水）竣工祝いイベント｢餅つき｣（10：00～城崎子育てセンター）
豆まき（10：15～出石子育てセンター）
豆まき会（10：30～但東子育てセンター）

₃（木）

₄（金）豊岡市教育シンポジウム（９：00～豊岡小学校）

₅（土）プラザ　シネマ・シネマ（13：00～豊岡市民プラザ）
但馬ドーム　ソフトボールクリニック
 （｢小学生の部｣14：00～県立但馬ドーム）

₆（日）但馬ドーム　ソフトボールクリニック（｢高校生の部｣９：00～、｢一般の部｣13：00～
県立但馬ドーム）
パパと遊ぼうＤ

デ ー

ＡＹ！
（10：30～日高子育てセンター）

プラザ　シネマ・シネマ
（13：00～豊岡市民プラザ）

₇（月）

₈（火）

₉（水）

₁₀（木）第53回企画展｢ある考古学少年の夢Ⅱ｣（日本・モンゴル民族博物館、～４月５日）

₁₁（金）建国記念の日
健康づくり講演会 ｢ 太らない ! 転ばない !
若返る ! ～科学的根拠に基づく若返り健康
法」（10：00 ～日高農村環境改善センター、
14：00 ～出石健康福祉センター）
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　天然記念物とは、動物、植物、地質・鉱物をいいますが、１種類あるいは１カ所だけでなく、動物の場
合は生息地や繁殖地などを、植物の場合は自生地を、地質・鉱物の場合は特異な自然現象を生じてい
る土地や地域を含めて指定しているものもあります。今回は、このうち地質・鉱物に関する天然記念
物を紹介します。４件とも山陰海岸ジオパークの代表的なジオサイト（見どころ）です。

Trademark of American Soybean Association
「広報とよおか」は、資源保護のため環境に優しいソイ（大豆油）インキで印刷しています。
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　豊岡の文化財を紹介します。皆
さんの身近にある文化財を見てい
きましょう。
 《問合せ》文化振興課☎23-1160

歴史 探訪
～文化財を巡る～19

「史跡名勝天然記念物（天然記念物１）」

玄武洞
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波
は

食
しょく

甌
お う

穴
け つ

群
（県指定）竹野町竹野

宇
う

日
ひ

流
りゅう

紋
も ん

岩
が ん

の流
りゅう

理
り

（流紋）
（県指定）竹野町田

た

久
く

日
ひ

栃本の溶岩瘤
こ ぶ

（県指定）日高町栃本

語句の解説
・岩棚
・露頭

・シリカ

・火成岩




